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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イヤホン筐体と、
　前記イヤホン筐体の中心部分内に配置されたスピーカと、
　前記イヤホン筐体の第１の端に配置された旋回機構と、を備えているイヤホンであって
、前記旋回機構は、
　　ステムであって、第１の軸の周りの前記ステムの回転を可能にするように構成された
ベアリングに結合された第１の端を有するステムと、
　　前記ステムに対する前記イヤホン筐体の回転に対抗するように構成されたバネであっ
て、前記バネは、前記ステムに結合された第１の端及び前記イヤホン筐体に結合された第
２の端を含む、バネと、
　　第２の軸の周りの前記ステムの前記回転を測定するように構成された第１のセンサと
、
　　前記ステムの前記回転が予め定められた閾値を超えたことに応答して、前記スピーカ
の動作状態を変更するように構成されたプロセッサと、を含む、イヤホン。
【請求項２】
　前記第１の軸の周りの前記ステムの回転を測定するように構成された第２のセンサを更
に備えている、請求項１に記載のイヤホン。
【請求項３】
　前記第２の軸は、ロール軸であり、前記第１の軸は、ヨー軸である、請求項２に記載の



(2) JP 6902605 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

イヤホン。
【請求項４】
　前記スピーカよりも、前記第２の軸の方が、前記イヤホン筐体の前記第１の端に近い、
請求項１に記載のイヤホン。
【請求項５】
　前記ステムは、前記イヤホン筐体をヘッドホンのヘッドバンドに取り付けるように構成
されている、請求項１に記載のイヤホン。
【請求項６】
　スピーカを備える第１のイヤホンと、
　第２のイヤホンと、
　ヘッドバンドバネを含むヘッドバンドアセンブリと、
　前記第１のイヤホンを前記ヘッドバンドアセンブリの第１の側部に連結する第１の旋回
アセンブリであって、前記第１の旋回アセンブリは、
　　第１のステムであって、第１の軸の周りの前記第１のステムの回転を可能にするよう
に構成された第１のベアリングに結合された第１の端を有する第１のステムと、
　　前記第１のステムに対する前記第１のイヤホンの回転に対抗するように構成された第
１の旋回バネであって、前記第１の旋回バネは、前記第１のイヤホンに結合された第１の
端及び前記第１のステムに結合された第２の端を含む、第１の旋回バネと、
　　第２の軸の周りの前記第１のステムの前記回転を測定するように構成された第１のセ
ンサと、
　　前記第１のステムの前記回転が予め定められた閾値を超えたことに応答して、前記ス
ピーカの動作状態を変更するように構成されたプロセッサと、
　　を含む、第１の旋回アセンブリと、
　前記第２のイヤホンを前記ヘッドバンドアセンブリの第２の側部に連結する第２の旋回
アセンブリであって、前記第２の旋回アセンブリは、
　　第２のステムであって、第３の軸の周りの前記第２のステムの回転を可能にするよう
に構成された第２のベアリングに結合された第１の端を有する第２のステムと、
　　前記第２のステムに対する前記第２のイヤホンの回転に対抗するように構成された第
２の旋回バネであって、前記第２の旋回バネは、前記第２のイヤホンに結合された第１の
端及び前記第２のステムに結合された第２の端を含む、第２の旋回バネと、
　を含む、第２の旋回アセンブリと、
　を備えている、ヘッドホン。
【請求項７】
　前記ヘッドバンドバネ並びに前記第１の旋回バネ及び前記第２の旋回バネは、前記第１
のイヤホン及び前記第２のイヤホンを通じて所望の量の力を共働して及ぼすように構成さ
れている、請求項６に記載のヘッドホン。
【請求項８】
　前記第１のステムは、前記第１のイヤホンによって定められた開口を通じて前記第１の
イヤホンに延在する、請求項６に記載のヘッドホン。
【請求項９】
　前記第１の旋回アセンブリは、前記第１の旋回バネに実質的に並列した第３の旋回バネ
を更に含む、請求項６に記載のヘッドホン。
【請求項１０】
　前記第１の旋回アセンブリの前記第１の旋回バネ及び前記第３の旋回バネは、前記第１
のイヤホンの回転に対抗する、請求項９に記載のヘッドホン。
【請求項１１】
　第１のスピーカを含む第１のイヤホンと、
　第２のスピーカを含む第２のイヤホンと、
　ヘッドバンドバネを含むヘッドバンドアセンブリと、
　前記ヘッドバンドアセンブリの両側部をそれぞれ第１のイヤホン及び第２のイヤホンに
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連結する第１の旋回アセンブリ及び第２の旋回アセンブリであって、前記旋回アセンブリ
の各々は、それぞれ第１のイヤホン及び第２のイヤホンの中で実質的に囲まれ、前記旋回
アセンブリの各々のステムは、前記ステムの個別の旋回アセンブリを前記ヘッドバンドア
センブリに結合する第１の側と、第１又は第２の個別の軸の周りの個別のイヤホンの回転
を可能にするように構成されたベアリングに結合された第２の側とを有する、第１の旋回
アセンブリ及び第２の旋回アセンブリと、
　第３の軸の周りの前記第１又は第２のステムの回転を測定するように構成された第１の
センサと、
　前記第１又は第２のステムの前記回転が予め定められた閾値を超えたことに応答して、
対応する前記第１又は第２のスピーカの動作状態を変更するように構成されたプロセッサ
と、
　を備えている、ヘッドホン。
【請求項１２】
　前記第１の旋回アセンブリ及び前記第２の旋回アセンブリの各々は、リーフバネを含む
、請求項１１に記載のヘッドホン。
【請求項１３】
　前記第１の旋回アセンブリは、前記第１のイヤホンの外部筐体に対する前記第１のイヤ
ホンの前記ステムの移動を測定するように構成された歪みゲージを含む、請求項１２に記
載のヘッドホン。
【請求項１４】
　プロセッサを更に備えており、前記第１の旋回アセンブリは、永久磁石、及び前記永久
磁石の移動を測定するように位置付けられた磁界センサを更に含み、前記プロセッサは、
前記永久磁石の前記移動に基づいて、前記第１の旋回アセンブリの筐体に対する前記ステ
ムの回転量を判定するように構成されている、請求項１１に記載のヘッドホン。
【請求項１５】
　前記ヘッドバンドバネが中立状態に戻ることを防止し、前記第１のイヤホン及び前記第
２のイヤホンの間の最小距離を維持する、前記ヘッドバンドアセンブリ内に配置された機
構を更に備えている、請求項１１に記載のヘッドホン。
【請求項１６】
　前記第１の旋回アセンブリは、前記第１のイヤホンの筐体に対する前記第１の旋回アセ
ンブリの前記ステムの回転量を制限する機械的止め部を含む、請求項１１に記載のヘッド
ホン。
【請求項１７】
　前記第１の旋回アセンブリの前記ステムは、前記第１のイヤホンのイヤホン筐体内に配
置されたスピーカよりも前記イヤホン筐体の第１の端に近い回転軸の周りで旋回する、請
求項１１に記載のヘッドホン。
【請求項１８】
　前記第１の旋回アセンブリは更に、前記第１の軸の周りの前記第１のイヤホンの前記ス
テムの回転量を測定するように構成されたヨーセンサを含む、請求項１７に記載のヘッド
ホン。
【請求項１９】
　前記第１の旋回アセンブリは、第１の螺旋旋回バネ及び前記第１の螺旋旋回バネに隣接
した第２の螺旋旋回バネを含む、請求項１１に記載のヘッドホン。
【請求項２０】
　前記旋回機構は、前記ベアリングの互いに反対にある側部に結合されたねじれバネを更
に備え、前記ねじれバネは、前記イヤホン筐体の内部面に固定された取付ブロックに延び
る、請求項１に記載のイヤホン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　説明される実施形態は概して、様々なヘッドホン機能に関する。更に具体的には、様々
な機能は、センサのアレイ及び新たな機械的機能をヘッドホンに組み込むことによって全
体的なユーザ経験を改善することを支援する。
【背景技術】
【０００２】
　１００年以上にわたりヘッドホンが現在まで使用されてきたが、ユーザの耳に対してイ
ヤホンを保持するために使用される機械的なフレームの設計はどちらかというと変化がな
いままである。このため、オーバヘッド型ヘッドホンのなかには、使用しないときに、か
さばるケースを使用するか、又は首周りに目立つように着用するかしなければ、簡単に運
ぶことが難しいものがある。イヤホンとバンドとの間の従来の相互接続には、各々のイヤ
ホンの周囲を囲むヨークを使用することが多く、それが、各々のイヤホンを全体的にかさ
ばらせている。更に、ヘッドホンのユーザは、ヘッドホンを使用したいときは常に、イヤ
ホンが自分の耳に正確に位置合わせされるかを手動で検証する必要がある。したがって、
上述した欠点を改善することが望ましい。
【発明の概要】
【０００３】
　本開示は、サーカムオーラル型及びスープラオーラル型のヘッドホンフレーム設計に関
するいくつかの改善を説明する。
【０００４】
　イヤホンが開示され、イヤホンは、イヤホン筐体と、イヤホン筐体の中心部分内に配置
されたスピーカと、イヤホン筐体の第１の端に配置された旋回機構と、を備えており、旋
回機構は、ステムと、ステムに対するイヤホン筐体の回転に対抗するように構成されたバ
ネと、を含み、バネは、ステムに結合された第１の端及びイヤホン筐体に結合された第２
の端を含む。
【０００５】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、ヘッド
バンドバネを含むヘッドバンドアセンブリと、第１のイヤホンをヘッドバンドアセンブリ
の第１の側部に連結する第１の旋回アセンブリであって、第１の旋回アセンブリは、第１
のステムと、第１のステムに対する第１のイヤホンの回転に対抗するように構成された第
１の旋回バネであって、第１の旋回バネは、第１のイヤホンに結合された第１の端及び第
１のステムに結合された第２の端を含む、第１の旋回バネと、を含む、第１の旋回アセン
ブリと、第２のイヤホンをヘッドバンドアセンブリの第２の側部に連結する第２の旋回ア
センブリであって、第２の旋回アセンブリは、第２のステムと、第２のステムに対する第
２のイヤホンの回転に対抗するように構成された第２の旋回バネであって、第２の旋回バ
ネは、第２のイヤホンに結合された第１の端及び第２のステムに結合された第２の端を含
む、第２の旋回バネと、を含む、第２の旋回アセンブリと、を含む。
【０００６】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、ヘッド
バンドバネを含むヘッドバンドアセンブリと、ヘッドバンドアセンブリの両側部をそれぞ
れ第１のイヤホン及び第２のイヤホンに連結する第１の旋回アセンブリ及び第２の旋回ア
センブリであって、旋回アセンブリの各々は、それぞれ第１のイヤホン及び第２のイヤホ
ンの中で実質的に囲まれ、旋回アセンブリの各々のステムは、そのそれぞれの旋回アセン
ブリをヘッドバンドアセンブリに結合する、第１の旋回アセンブリ及び第２の旋回アセン
ブリと、含む。
【０００７】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンを共に結合し、第１のイヤホンとヘッドバンドの中心との間
の距離が第２のイヤホンとヘッドバンドの中心との間の距離に実質的に等しいままとなる
ように、第１のイヤホンの移動を第２のイヤホンの移動と同期するように構成されたヘッ
ドバンドと、を含む。
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【０００８】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１の端及び第１の端の反対の第２の端を有す
るヘッドバンドと、第１の端からの第１の距離でヘッドバンドに結合された第１のイヤホ
ンと、第２の端からの第２の距離でヘッドバンドに結合された第２のイヤホンと、ヘッド
バンドを通じて経路指定されており、第１のイヤホンを第２のイヤホンに機械的に結合す
るケーブルと、を含み、ケーブルは、第２の距離における変更に応答して、第１の距離を
変更することによって、第２の距離と実質的に同一の第１の距離を維持するように構成さ
れている。
【０００９】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンを共に結合し、イヤホン同期システムを含むヘッドバンドア
センブリと、を含み、イヤホン同期システムは、第１のイヤホンとヘッドバンドアセンブ
リとの間の第１の距離を、第２のイヤホンとヘッドバンドアセンブリとの間の第２の距離
における変更と同時に変更するように構成されている。
【００１０】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホンを第２のイヤホンに結合するヘッドバンドと、ヘッドバンドに対する第１のイヤ
ホン及び第２のイヤホンの角度方位を測定するように構成されたイヤホン位置センサと、
第１のイヤホン及び第２のイヤホンの角度方位に従ってヘッドホンの動作状態を変更する
ように構成されたプロセッサと、を含む。
【００１１】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、ヘッドバンドと、ヘッドバンドの第１の側部に
旋回可能に結合されており、第１の回転軸を有する第１のイヤホンと、ヘッドバンドの第
２の側部に旋回可能に結合されており、第２の回転軸を有する第２のイヤホンと、第１の
回転軸に対する第１のイヤホンの方位及び第２の回転軸に対する第２のイヤホンの方位を
測定するように構成されたイヤホン位置センサと、第１のイヤホンが第１のイヤホンの中
立状態から第１の方向に偏り、第２のイヤホンが第２のイヤホンの中立状態から第１の方
向とは反対の第２の方向に偏るとき、ヘッドホンを第１の動作状態に置き、第１のイヤホ
ンが第１のイヤホンの中立状態から第２の方向に偏り、第２のイヤホンが第２のイヤホン
の中立状態から第１の方向に偏るとき、ヘッドホンを第２の動作状態に置くように構成さ
れたプロセッサと、をも含む。
【００１２】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、ヘッドバンドと、第１のイヤホン筐体を含む第
１のイヤホンと、第１のイヤホン筐体内に配置された第１の旋回機構であって、第１の旋
回機構は、第１のイヤホン筐体によって定められた開口を通じて突出する第１のステム基
部部分であって、第１のステム基部部分は、ヘッドバンドの第１の部分に結合されている
、第１のステム基部部分と、ヘッドバンドに対する第１のイヤホンの角度方位を測定する
ように構成された第１の方位センサと、を含む、第１の旋回機構と、第２のイヤホン筐体
を含む第２のイヤホンと、第２のイヤホン筐体内に配置された第２の旋回機構であって、
第２の旋回機構は、第２のイヤホン筐体によって定められた開口を通じて突出する第２の
ステム基部部分であって、第２のステム基部部分は、ヘッドバンドの第２の部分に結合さ
れている、第２のステム基部部分と、ヘッドバンドに対する第２のイヤホンの角度方位を
測定するように構成された第２の方位センサと、を含む、第２の旋回機構と、第１の方位
センサ及び第２の方位センサから受け取ったセンサ読み取り値がユーザの第１の耳を覆う
第１のイヤホンと一致するときに第１の音声チャネルを第１のイヤホンに送信し、センサ
読み取り値がユーザの第２の耳を覆う第１のイヤホンと一致するときに第２の音声チャネ
ルを第１のイヤホンに送信するように構成されたプロセッサと、を含む。
【００１３】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１の耳パッドを有する第１のイヤホンと、第
２の耳パッドを有する第２のイヤホンと、第１のイヤホンを第２のイヤホンに連結するヘ



(6) JP 6902605 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

ッドバンドと、を含み、ヘッドホンは、ヘッドバンドの柔軟性のある部分がその長さに沿
って湾曲した弓型状態と、ヘッドバンドの柔軟性のある部分がその長さに沿って平坦化さ
れた平坦化状態との間で移動するように構成されており、第１のイヤホン及び第２のイヤ
ホンは、第１の耳パッド及び第２の耳パッドが平坦化状態にある柔軟性のあるヘッドバン
ドと接するように、ヘッドバンドに向かって折り畳むように構成されている。
【００１４】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンの両方に結合されたヘッドバンドアセンブリと、を含み、ヘ
ッドバンドアセンブリは、共に旋回可能に結合されたリンケージ、並びに第１のイヤホン
をヘッドバンドアセンブリの第１の端に結合し、リンケージが平坦化される第１の安定位
置及びリンケージが弓型を形成する第２の安定位置を有するオーバセンタロック機構を含
む。
【００１５】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンの両方に結合された柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリと
、を含み、柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリは、共に旋回可能に結合されており、柔
軟性のあるヘッドバンドアセンブリ内で内部容積を定める孔リンケージ、並びに内部容積
内に配置されており、孔リンケージの中心部分が真っすぐにされる第１の状態と、孔リン
ケージが弓型を形成する第２の状態との間で柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリの遷移
に対抗するように構成された双安定要素を含む。
【００１６】
　本発明の他の態様及び利点は、例として、説明される実施形態の原理を例示する、添付
図面を併用して以下の詳細な説明から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　参照番号が同様の構造的要素を指定する、添付図面と共に以下の詳細な説明によって開
示が容易に理解されよう。
【００１８】
【図１Ａ】オーバイヤ型又はオンイヤ型のヘッドホンの例示的なセットの正面図を示す。
【００１９】
【図１Ｂ】ヘッドバンドアセンブリから異なる距離を延在するヘッドホンステムを示す。
【００２０】
【図２Ａ】同期されたヘッドホンステムを有するヘッドホンの第１の側部の斜視図を示す
。
【００２１】
【図２Ｂ】切断線Ａ－Ａに従って図２Ａに記述されたヘッドホンの断面図を示す。
【図２Ｃ】切断線Ｂ－Ｂに従って図２Ａに記述されたヘッドホンの断面図を示す。
【００２２】
【図２Ｄ】図２Ｄに記述されたヘッドホンの反対側部の斜視図を示す。
【００２３】
【図２Ｅ】切断線Ｃ－Ｃに従って図２Ｄに記述されたヘッドホンの断面図を示す。
【００２４】
【図２Ｆ】同期されたヘッドホンステム及び単一のバネバンドを有するヘッドホンの第２
の側部の断面斜視図を示す。
【図２Ｇ】同期されたヘッドホンステム及び単一のバネバンドを有するヘッドホンの第２
の側部の断面斜視図を示す。
【００２５】
【図２Ｈ】切断線Ｄ－Ｄに従って図２Ｆに記述されたヘッドホンの断面図を示す。
【図２Ｉ】切断線Ｅ－Ｅに従って図２Ｇに記述されたヘッドホンの断面図を示す。
【００２６】
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【図３Ａ】イヤホンの位置の調節を同期するように構成されたヘッドバンドアセンブリを
有するその例示的なヘッドホンを示す。
【００２７】
【図３Ｂ】ヘッドホンがその最大サイズに拡大するときのヘッドバンドアセンブリの断面
図を示す。
【００２８】
【図３Ｃ】ヘッドホンがより小さいサイズに縮小するときのヘッドバンドアセンブリの断
面図を示す。
【００２９】
【図３Ｄ】イヤホンの位置を同期するように構成されたヘッドバンドアセンブリの上断面
斜視図及び断面図を示す。
【図３Ｅ】イヤホンの位置を同期するように構成されたヘッドバンドアセンブリの上断面
斜視図及び断面図を示す。
【図３Ｆ】イヤホンの位置を同期するように構成されたヘッドバンドアセンブリの上断面
斜視図及び断面図を示す。
【００３０】
【図３Ｇ】イヤホン同期アセンブリの上面図を示す。
【図３Ｈ】イヤホン同期アセンブリの上面図を示す。
【００３１】
【図３Ｉ】図３Ｇ～３Ｈに記述された１つに類似した別のイヤホン同期システムの平坦概
略図を示す。
【図３Ｊ】図３Ｇ～３Ｈに記述された１つに類似した別のイヤホン同期システムの平坦概
略図を示す。
【００３２】
【図３Ｋ】図３Ｇ～３Ｊに記述されたイヤホン同期システムのいずれか１つの組み込みに
適切なヘッドホン３６０の断面図を示す。
【図３Ｌ】図３Ｇ～３Ｊに記述されたイヤホン同期システムのいずれか１つの組み込みに
適切なヘッドホン３６０の断面図を示す。
【００３３】
【図３Ｍ】格納された位置及び延長された位置にある図３Ｇ～３Ｈに記述されたイヤホン
同期システムと共にデータ同期ケーブルの斜視図を示す。
【図３Ｎ】格納された位置及び延長された位置にある図３Ｇ～３Ｈに記述されたイヤホン
同期システムと共にデータ同期ケーブルの断面斜視図を示す。
【００３４】
【図３Ｏ】キャノピ構造の一部、及びそれが含むキャノピ構造の補強部材を通じてイヤホ
ン同期システムをどのように経路指定することができるかを示す。
【００３５】
【図４Ａ】オフセンタ旋回イヤホンを有するヘッドホン４００の正面図を示す。
【図４Ｂ】オフセンタ旋回イヤホンを有するヘッドホン４００の正面図を示す。
【００３６】
【図５Ａ】ねじりバネを含む例示的な旋回機構を示す。
【００３７】
【図５Ｂ】イヤホンのクッションの背後に位置付けられた、図５Ａに記述された旋回機構
を示す。
【００３８】
【図６Ａ】リーフバネを含む別の旋回機構の斜視図を示す。
【００３９】
【図６Ｂ】図６Ａに記述された旋回機構を使用したイヤホンの動きの範囲を示す。
【図６Ｃ】図６Ａに記述された旋回機構を使用したイヤホンの動きの範囲を示す。
【図６Ｄ】図６Ａに記述された旋回機構を使用したイヤホンの動きの範囲を示す。
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【００４０】
【図６Ｅ】図６Ａに記述された旋回機構の拡大図を示す。
【００４１】
【図６Ｆ】別の旋回機構の斜視図を示す。
【００４２】
【図６Ｇ】更なる別の旋回機構を示す。
【００４３】
【図６Ｈ】異なる位置にあるステム基部の回転を例示するために取り除かれた１つの側部
を有する、図６Ｇに記述された旋回機構を示す。
【図６Ｉ】異なる位置にあるステム基部の回転を例示するために取り除かれた１つの側部
を有する、図６Ｇに記述された旋回機構を示す。
【００４４】
【図６Ｊ】イヤホン筐体内に配置された図６Ｇの旋回アセンブリの切断斜視図を示す。
【００４５】
【図６Ｋ】緩和した状態及び圧迫した状態にある螺旋バネを有するイヤホン筐体内に位置
付けられた旋回アセンブリの部分側断面図を示す。
【図６Ｌ】緩和した状態及び圧迫した状態にある螺旋バネを有するイヤホン筐体内に位置
付けられた旋回アセンブリの部分側断面図を示す。
【００４６】
【図７Ａ】ヘッドバンドアセンブリにおける使用に適切なバネバンドの複数の位置を示す
。
【００４７】
【図７Ｂ】図７Ａに記述されたバネバンドのずれに応じてバネ定数に基づいてバネ力がど
のように変化するかを例示するグラフを示す。
【００４８】
【図８Ａ】ユーザの首周りを非常にきつく覆うヘッドホンにより生じる不快感を防止する
解決策を示す。
【図８Ｂ】ユーザの首周りを非常にきつく覆うヘッドホンにより生じる不快感を防止する
解決策を示す。
【００４９】
【図８Ｃ】バネバンドが中立位置に戻ることを防止するために、別々の及び異なる指の節
をバネバンドのより低い側部に沿ってどのように配置することができるかを示す。
【図８Ｄ】バネバンドが中立位置に戻ることを防止するために、別々の及び異なる指の節
をバネバンドのより低い側部に沿ってどのように配置することができるかを示す。
【００５０】
【図８Ｅ】ヘッドホンによってユーザに適用される力の実際の量を設定するために、ヘッ
ドバンドアセンブリをイヤホンに連結するバネがバネバンド７００とどのように協働する
ことができるかを示す。
【図８Ｆ】ヘッドホンによってユーザに適用される力の実際の量を設定するために、ヘッ
ドバンドアセンブリをイヤホンに連結するバネがバネバンド７００とどのように協働する
ことができるかを示す。
【００５１】
【図９Ａ】低バネ定数バンドを使用してヘッドホンのペアの動きの範囲を制限する別の方
式を示す。
【図９Ｂ】低バネ定数バンドを使用してヘッドホンのペアの動きの範囲を制限する別の方
式を示す。
【００５２】
【図１０Ａ】ヘッドホンを着用しているユーザの例示的な頭部の上面図を示す。
【００５３】
【図１０Ｂ】図１０Ａに記述されたヘッドホンの正面図を示す。
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【００５４】
【図１０Ｃ】図１０Ａに記述されたヘッドホンの上面図を示す。
【図１０Ｄ】ヘッドホンのイヤホンがそれぞれのヨー軸の周りをどのように回転すること
が可能であるかを示す。
【００５５】
【図１０Ｅ】ヘッドバンドに対するイヤホンのロール及び／又はヨーが検出されるときに
実行することができる制御方法を説明するフローチャートを示す。
【図１０Ｆ】ヘッドバンドに対するイヤホンのロール及び／又はヨーが検出されるときに
実行することができる制御方法を説明するフローチャートを示す。
【００５６】
【図１０Ｇ】本明細書で説明される様々な構成要素を実装するために使用することができ
るコンピューティングデバイス１０７０のシステムレベルブロック図を示す。
【００５７】
【図１１Ａ】折り畳み可能ヘッドホンを示す。
【図１１Ｂ】折り畳み可能ヘッドホンを示す。
【図１１Ｃ】折り畳み可能ヘッドホンを示す。
【００５８】
【図１１Ｄ】折り畳み可能ヘッドホンのイヤホンを変形可能バンド領域の外向き面に向か
ってどのように折り畳むことができるかを示す。
【図１１Ｅ】折り畳み可能ヘッドホンのイヤホンを変形可能バンド領域の外向き面に向か
ってどのように折り畳むことができるかを示す。
【図１１Ｆ】折り畳み可能ヘッドホンのイヤホンを変形可能バンド領域の外向き面に向か
ってどのように折り畳むことができるかを示す。
【００５９】
【図１２Ａ】バネバンドの両側部を引っ張ることによって弓型状態から平坦化状態に遷移
することができるヘッドホンの実施形態を示す。
【図１２Ｂ】バネバンドの反対側部を引っ張ることによって弓型状態から平坦化状態に遷
移することができるヘッドホンの実施形態を示す。
【００６０】
【図１２Ｃ】平坦化状態にある折り畳み可能ステム領域の側面図を示す。
【図１２Ｄ】弓型状態にある折り畳み可能ステム領域の側面図を示す。
【００６１】
【図１２Ｅ】図１２Ｄに記述されたヘッドホンの１つの端の側面図を示す。
【００６２】
【図１３Ａ】弓型状態と平坦化状態との間で遷移するために軸外ケーブルを使用したヘッ
ドホンの部分断面図を示す。
【図１３Ｂ】弓型状態と平坦化状態との間で遷移するために軸外ケーブルを使用したヘッ
ドホンの部分断面図を示す。
【００６３】
【図１４Ａ】ヘッドホンのイヤホンの移動の第１の部分を通じて、少なくとも部分的に、
ヘッドホンの平坦化を遅延させる伸長ピンによって、制約された折り畳み可能ステム領域
を有するヘッドホンの部分断面図を示す。
【図１４Ｂ】ヘッドホンのイヤホンの移動の第１の部分を通じて、少なくとも部分的に、
ヘッドホンの平坦化を遅延させる伸長ピンによって、制約された折り畳み可能ステム領域
を有するヘッドホンの部分断面図を示す。
【図１４Ｃ】ヘッドホンのイヤホンの移動の第１の部分を通じて、少なくとも部分的に、
ヘッドホンの平坦化を遅延させる伸長ピンによって、制約された折り畳み可能ステム領域
を有するヘッドホンの部分断面図を示す。
【００６４】
【図１５Ａ】異なる角度から及び異なる状態にあるヘッドバンドアセンブリ１５００の様
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々な図を示す。
【図１５Ｂ】異なる角度から及び異なる状態にあるヘッドバンドアセンブリ１５００の様
々な図を示す。
【図１５Ｃ】異なる角度から及び異なる状態にあるヘッドバンドアセンブリ１５００の様
々な図を示す。
【図１５Ｄ】異なる角度から及び異なる状態にあるヘッドバンドアセンブリ１５００の様
々な図を示す。
【図１５Ｅ】異なる角度から及び異なる状態にあるヘッドバンドアセンブリ１５００の様
々な図を示す。
【図１５Ｆ】異なる角度から及び異なる状態にあるヘッドバンドアセンブリ１５００の様
々な図を示す。
【００６５】
【図１６Ａ】折り畳まれた状態及び弓型状態にあるヘッドバンドアセンブリを示す。
【図１６Ｂ】折り畳まれた状態及び弓型状態にあるヘッドバンドアセンブリを示す。
【００６６】
【図１７Ａ】別の折り畳み可能ヘッドホンの実施形態の図を示す。
【図１７Ｂ】別の折り畳み可能ヘッドホンの実施形態の図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００６７】
　ヘッドホンが長年製造されてきているが、多数の設計の問題が残っている。例えば、ヘ
ッドホンと関連付けられたヘッドバンドの機能性は概して、ユーザの耳の上のヘッドホン
のイヤホンを維持し、イヤホンの間の電気的接続を提供するためにのみ機能する機械的接
続に制限されている。ヘッドバンドは、ヘッドホンを実質的にかさばらせる傾向にあり、
それによって、ヘッドホンの格納を問題のあるものにする。ユーザの耳に対するイヤホン
の方位の調節に適合するように設計された、ヘッドバンドをイヤホンに接続するステムも
ヘッドホンをかさばらせる。ヘッドバンドの伸長に適合する、ヘッドバンドをイヤホンに
接続するステムによって、ヘッドバンドの中心部分がユーザの頭部の１つの側部にシフト
することが全体的に可能になる。このシフトされた構成は、多少奇妙に見えることがあり
、ヘッドホンの設計によっては、ヘッドホンを着用するのにあまり快適にさせないことも
ある。
【００６８】
　ヘッドホンへの媒体コンテンツの無線配信などのいくつかの改善が、コードの絡みの問
題を軽減してきているものの、このタイプの技術は、それ自体の一群の問題をもたらす。
例えば、無線ヘッドホンが動作するのにバッテリ電力を必要とするため、無線ヘッドホン
をターンオンにしたままにするユーザは、無線ヘッドホンのバッテリを意図せずに使い果
たすことがあり、新たなバッテリを取り付けることができるまで、又はデバイスを再充電
するためにそれらが使用不可能になる。多くのヘッドホンによる別の設計の問題は、左の
音声チャネルが右耳に提示され、右の音声チャネルが左耳に提示される状況を防止するた
めに、どのイヤホンがどちらの耳に対応するかをユーザが全体的に把握しなければならな
いことである。
【００６９】
　イヤホンの同期されていない位置付けの解決策は、イヤホンとヘッドバンドのそれぞれ
の端との間の距離を同期するヘッドバンド内に配置された機械的機構の形式をとるイヤホ
ン同期構成要素を組み込むことである。このタイプの同期は、複数の方式において実行さ
れることがある。一部の実施形態では、イヤホン同期構成要素は、イヤホンの移動を同期
するように構成することができる両方のステムとの間で延在するケーブルとすることがで
きる。ケーブルは、ループ内に配置されてもよく、ループの異なる側部は、イヤホンのそ
れぞれのステムに取り付けられ、その結果、ヘッドバンドから離れる１つのイヤホンの動
きによって、他のイヤホンがヘッドバンドの反対端から同一の距離を離れて移動する。同
様に、ヘッドバンドの１つの側部に向かって１つのイヤホンを押し出すことによって、ヘ
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ッドバンドの反対側部に向かって同一の距離で他のイヤホンを転移させる。一部の実施形
態では、イヤホン同期構成要素は、各々のステムの歯に係合して、同期されたイヤホンを
維持するように構成することができるヘッドバンド内に埋め込まれた回転ギアとすること
ができる。
【００７０】
　ヘッドホンステムとイヤホンとの間の従来のかさばる接続への１つの解決策は、バンド
に対するイヤホンの動きを制御するためにバネ駆動旋回機構を使用することである。バネ
駆動旋回機構は、イヤホンの最上部の近くに位置付けられてもよく、それによって、イヤ
ホンの外部にある代わりに、イヤホン内に組み込まれることが可能になる。このようにし
て、ヘッドホンを全体的にかさばらせることなく、旋回機能性をイヤホンに装備すること
ができる。ヘッドバンドに対するイヤホンの動きを制御するために、異なるタイプのバネ
が利用されてもよい。ねじりバネ及びリーフバネを含む特定の例が以下に詳細に説明され
る。各々のイヤホンと関連連付けられたバネは、ヘッドホンを着用しているユーザに及ぼ
す力の量を設定するために、ヘッドバンド内でバネと協働することができる。一部の実施
形態では、ヘッドバンド内のバネは、異なる頭部サイズを有するユーザの大きな範囲にわ
たって及ぼす力の変動を最小化するように構成された低バネ定数バネとすることができる
。一部の実施形態では、首周りに着用しているとき、ヘッドバンドがユーザの首周りにき
つく締まることを防止するように、ヘッドバンド内の低定数バネの移動を制限することが
できる。
【００７１】
　大きなヘッドバンドの形状因子の問題への１つの解決策は、イヤホンに対して平坦化す
るようにヘッドバンドを設計することである。平坦化ヘッドバンドによって、ヘッドバン
ドの弓型形状が平坦形状に小型化されることが可能になり、ヘッドホンが更に便利な格納
及び運搬に適切なサイズ及び形状を達成することが可能になる。イヤホンは、イヤホンが
ヘッドバンドの中心に向かって折り畳まれることが可能になる折り畳み可能ステム領域に
よってヘッドバンドに取り付けられてもよい。ヘッドバンドに向かって各々のイヤホンを
折り畳むために適用される力は、ヘッドバンドを平坦化するようにヘッドバンドの対応す
る端を引っ張る機構に伝達される。一部の実施形態では、ステムは、ヘッドホンが弓型状
態に再度遷移するために解放ボタンを追加する必要なく、ヘッドホンが弓型状態に意図せ
ずに戻ることを防止するオーバセンタロック機構を含むことができる。
【００７２】
　無線ヘッドホンと関連付けられた電力管理問題への解決策は、方位センサをイヤホンに
組み込むことを含み、イヤホンは、バンドに対するイヤホンの方位を監視するように構成
されてもよい。バンドに対するイヤホンの方位は、ヘッドホンがユーザの耳の上に着用さ
れているか否かを判定するために使用されてもよい。この情報は次いで、ヘッドホンがユ
ーザの耳の上に位置付けられていると判定されないとき、ヘッドホンをスタンバイモード
に置き、又はヘッドホンを全体的にシャットダウンするために使用されてもよい。一部の
実施形態では、イヤホンの方位センサは、イヤホンが現在ユーザのどちらの耳を覆ってい
るかを判定するためにも利用されてもよい。ヘッドホン内の回路は、イヤホンがユーザの
どちらの耳の上にあるかに関する判定に一致するために、各々のイヤホンに経路指定され
た音声チャネルを切り替えるように構成されてもよい。
【００７３】
　それらの実施形態及び他の実施形態は、図１～１７Ｂを参照して以下で議論されるが、
それらの図に関して本明細書で与えられる詳細な説明が説明のみを目的とし、限定的であ
ると見なされるべきではないことを当業者は容易に認識するであろう。
【００７４】
　対称テレスコーピングイヤホン
　図１Ａは、オーバイヤ型又はオンイヤ型のヘッドホン１００の例示的なセットの正面図
を示す。ヘッドホン１００は、ヘッドホン１００のサイズの調節機能を可能にするように
ステム１０４及び１０６と相互作用するバンド１０２を含む。特に、ステム１０４及び１
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０６は、複数の異なる頭部サイズに適合するために、バンド１０２に対して独立してシフ
トするように構成されている。このようにして、イヤホン１０８及び１１０をユーザの耳
の上に直接位置付けるようにイヤホン１０８及び１１０の位置を調節することができる。
残念ながら、図１Ｂから理解することができるように、このタイプの構成によって、ステ
ム１０４及び１０６は、バンド１０２に対して不一致になる可能性がある。図１Ｂに示さ
れる構成は、ユーザに対してあまり快適にせず、加えて、装飾的な魅力に欠けることがあ
る。それらの問題を是正するために、ユーザは、望ましい外観及び快適な適合を達成する
ために、バンド１０２に対してステム１０４及び１０６を手動で調節することを強要され
る。図１Ａ～１Ｂは、イヤホン１０８によってユーザの頭部の湾曲に適合するように回転
することが可能になるように、ステム１０４及び１０６がイヤホン１０８の中心部分に向
かって下方にどのように延在するかを示す。上記で言及されたように、イヤホン１０８の
周りを下方に延在するステム１０４及び１０６の部分は、イヤホン１０８の直径を増大さ
せる。
【００７５】
　図２Ａは、図１Ａ～１Ｂに記述された問題を解決するように構成されたヘッドバンド２
０２を有するヘッドホン２００の斜視図を示す。ヘッドバンド２０２は、内部機能を見せ
る装飾的な被覆なしで記述される。特に、ヘッドバンド２０２は、ステム２０６及び２０
８の移動を同期するように構成されたワイヤループ２０４を含むことができる。ワイヤガ
イド２１０は、リーフバネ２１２及び２１４の湾曲に一致するワイヤループ２０４の湾曲
を維持するように構成されてもよい。リーフバネ２１２及び２１４は、ヘッドバンド２０
２の形状を定め、ユーザの頭部の上に力を及ぼすように構成されてもよい。ワイヤガイド
２１０の各々は、開口を含むことができ、開口を通じて、ワイヤループ２０４並びにリー
フバネ２１２及び２１４の両側部が通ることができる。一部の実施形態では、ワイヤルー
プ２０４に対する開口は、顕著な摩擦が開口を通じてワイヤループ２０４の動きを妨げる
ことを防止するために、低摩擦ベアリングによって定められてもよい。このようにして、
ワイヤガイド２１０は、それに沿ってワイヤループ２０４がステム筐体２１６及び２１８
の間で延在する経路を定める。ワイヤループ２０４は、ステム２０６及びステム２０８の
両方に結合されており、イヤホン１２６とステム筐体１１８との間の距離１２４と実質的
に同一に、イヤホン１２２とステム筐体１１６との間の距離１２０を維持するように機能
する。ワイヤループ２０４の第１の側部２０４－１は、ステム２０６に結合されており、
ワイヤループ２０４の第２の側部２０４－２は、ステム２０８に結合されている。ワイヤ
ループの反対側部がステム２０６及び２０８に取り付けられるため、ステムのうちの１つ
の移動は、同一の方向の他のステムの移動をもたらす。
【００７６】
　図２Ｂは、切断線Ａ－Ａに従ったステム筐体１１６の部分の断面図を示す。特に、図２
Ｂは、ステム２０６の突出部２２８がワイヤループ２０４の一部にどのように係合するか
を示す。ステム２０６の突出部２２８がワイヤループ２０４と結合されているため、ヘッ
ドホン１００のユーザがステム筐体２１６から更に遠くにイヤホン２２２を引っ張るとき
、ワイヤループ２０４も引っ張られ、ヘッドバンド２０２を通じてワイヤループ２０４を
循環させる。ヘッドバンド２０２を通じたワイヤループ２０４の循環は、イヤホン２２６
の位置を調節し、イヤホン２２６は、ステム２０８の突出部によってワイヤループ２０４
に同様に結合されている。ワイヤループ２０４との機械的結合を形成することに加えて、
突出部２２８は、ワイヤループ２０４にも電気的に結合されてもよい。一部の実施形態で
は、突出部２２８は、ワイヤループ２０４をイヤホン２２２内の電気構成要素に電気的に
結合する導電路２３０を含むことができる。一部の実施形態では、ワイヤループ２０４は
、導電材料から形成されてもよく、その結果、ワイヤループ２０４によって、イヤホン２
２２及び２２６内の構成要素の間で信号を転送することができる。
【００７７】
　図２Ｃは、切断線Ｂ－Ｂに従ったステム筐体１１６の別の断面図を示す。特に、図２Ｃ
は、ワイヤループ２０４がステム筐体２１６内のプーリー２３２にどのように係合するか
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を示す。プーリー２３２は、ステム筐体２１６に近づき又はステム筐体２１６から更に遠
くへのイヤホン２２２の移動によって生じるいずれかの摩擦を最小化する。代わりに、ワ
イヤループ２０４は、ステム筐体２１６内の静的ベアリングを通じて経路指定されてもよ
い。
【００７８】
　図２Ｄは、ヘッドホン２００の別の斜視図を示す。この図では、ワイヤループ２０４の
第１の側部２０４－１及び第２の側部２０４－２が、それらがヘッドバンド２０２の１つ
の側部から他の側部に交差するにつれて横方向にシフトすることが理解できる。これは、
徐々にオフセットされるワイヤガイド２１０によって定められた開口によって達成されて
もよく、その結果、側部２０４－１及び２０４－２がステム筐体２１８に到達する時まで
、第２の側部２０４－２は、図２Ｅに記述されるように、中心に置かれ、ステム２０８と
位置合わせされる。
【００７９】
　図２Ｅは、第２の側部２０４－２が突出部２３４によってどのように係合されるかを示
す。ステム２０６及び２０８がワイヤループ２０４の第１の側部及び第２の側部にそれぞ
れ取り付けられるため、ステム筐体２１８に向かってイヤホン２２６を押し出すことによ
って、イヤホン２２２がステム筐体２１６に向かって押し出されることになる。図２Ａ～
２Ｅに記述された構成の別の利点は、ステム２０６及び２０８の移動の方向に関わらず、
ワイヤループ２０４が常に張ったままであることである。これは、方向に関わらず、イヤ
ホン２２２及び２２６を一貫して延長させ、又は格納するために必要な力の量を維持する
。
【００８０】
　図２Ｆ～２Ｇは、ヘッドホン２５０の斜視図を示す。ヘッドホン２５０は、ステム筐体
２５４をステム筐体２５６に接続するために単一のリーフバネ２５２が使用されることの
みを除き、ヘッドホン２００と同様である。この実施形態では、ワイヤループ２５８は、
リーフバネ２５２のいずれかの側部に位置付けられてもよい。ワイヤループ２５８の１つ
の側部の下に直接位置付けられる代わりに、ステム２６０及び２６２は、ワイヤループ２
５８の２つの側部の間に直接位置付けられてもよく、ステム２６０及び２６２のアームに
よって、ワイヤループ２５８の１つの側部に接続されてもよい。
【００８１】
　図２Ｈ及び２Ｉは、ステム筐体２５４及び２５６の内部部分の断面図を示す。図２Ｈは
、切断線Ｄ－Ｄに従ったステム筐体２５４の断面図を示す。図２Ｈは、ステム２６０がワ
イヤループ２５８に係合する横方向突出アーム２６８をどのように含むことができるかを
示す。このようにして、横方向突出アーム２６８は、ステム２６０をワイヤループ２５８
に結合し、その結果、イヤホン２６４が移動するとき、イヤホン２６６が同等の位置に維
持される。図２Ｉは、切断線Ｅ－Ｅに従ったステム筐体２５６の断面図を示す。図２Ｉは
、プーリー２７０及び２７２によってステム筐体２５６内でワイヤループ２５８をどのよ
うに経路指定することができるかを示す。ステム２６２の上でワイヤループ２５８を経路
指定することによって、ワイヤループ２５８とステム２０６との間のいずれかの干渉を回
避することができる。
【００８２】
　図３Ａ～３Ｃは、図１Ａ～１Ｂで説明された問題を解決するように構成された別のヘッ
ドホンの実施形態を示す。図３Ａは、ヘッドバンドアセンブリ３０２を含むヘッドホン３
００を示す。ヘッドバンドアセンブリ３０２は、ステム３０８及び３１０によってイヤホ
ン３０４及び３０６に連結されている。ヘッドバンドアセンブリ３０２のサイズ及び形状
は、どの程度の調節機能がヘッドホン３００に対して望ましいかに応じて変化してもよい
。
【００８３】
　図３Ｂは、ヘッドホン３００がその最大サイズに拡大するときのヘッドバンドアセンブ
リ３０２の断面図を示す。特に、図３Ｂは、ヘッドバンドアセンブリ３０２が、ステム３
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０８及び３１０の各々の端によって定められた歯に係合するように構成されたギア３１２
をどのように含むかを示す。一部の実施形態では、ステム３０８及び３１０は、ステム３
０８及び３１０によって定められた開口に係合することによって、バネピン３１４及び３
１６によりヘッドバンドアセンブリ３０２から完全に引っ張られることを防止されてもよ
い。
【００８４】
　図３Ｃは、ヘッドホン３００がより小さいサイズに縮小するときのヘッドバンドアセン
ブリ３０２の断面図を示す。特に、図３Ｃは、ギア３１２が、ギア３１２によって他のス
テムに転移されるステム３０８又はステム３１０のいずれかの移動により同期されたステ
ム３０８及び３１０の位置をどのように維持するかを示す。一部の実施形態では、ヘッド
バンドアセンブリ３０２の外側を定める筐体の剛性は、ヘッドホン３００のユーザにより
一貫した感触を有するヘッドバンドを提供するために、ステム３０８及び３１０の剛性に
一致するように選択されてもよい。
【００８５】
　図３Ｄは、ステム３０８及び３１０の代替的な実施形態を示す。ステム３０８及び３１
０の端を隠すカバーは、ステムの位置を同期する機構の機能を更に明確に示すように取り
除かれている。ステム３０８は、ステム３０８の部分を通じて延在する開口３１８を定め
る。開口３１８の１つの側部は、ギア３２０に係合するように構成された歯を有する。同
様に、ステム３１０は、ステム３１０の部分を通じて延在する開口３２２を定める。開口
３２２の１つの側部は、ギア３２０に係合するように構成された歯を有する。開口３１８
及び３２２の両側部がギア３２０に係合するため、ステム３０８及び３１０のうちの１つ
のいずれかの動きによって、他のステムが移動する。このようにして、ステム３０８及び
ステム３１０の各々の端に位置付けられたイヤホンが同期される。
【００８６】
　図３Ｅは、ステム３０８及び３１０の上面図を示す。図３Ｅは、ステム３０８及び３１
０によって定められたギア付き開口を隠し、ステム３０８及び３１０の端の動きを制御す
るカバー３２４の輪郭をも示す。図３Ｆは、カバー３２４によって覆われたステム３０８
及び３１０の側断面図を示す。ギア３２０は、ギア３２０についての回転軸を定めるベア
リング３２６を含むことができる。一部の実施形態では、ベアリング３２６の最上部は、
カバー３２４から突出することができ、ユーザがベアリング３２６を手動で回転させるこ
とによってイヤホン位置を調節することが可能になる。ユーザは、ステム３０８及び３１
０のうちの１つを単純に押し出し、又は引っ張ることによってイヤホン位置を調節するこ
とができることも認識されるべきである。
【００８７】
　図３Ｇは、同期されたイヤホン３０４及び３０６の各々とヘッドバンド３３０との間距
離を維持するために、ヘッドバンド３３０内のループ３２８を利用する（ヘッドバンド３
３０の位置を示すために矩形形状が使用されるにすぎず、例示のみを目的として解釈され
るべきではない）別のイヤホン同期システムの平坦概略図を示す。ステムワイヤ３３２及
び３３４は、それぞれのイヤホン３０４及び３０６をループ３２８に結合する。ステムワ
イヤ３３２及び３３４は、金属から形成されてもよく、ループ３２８の両側部に半田付け
されてもよい。ステムワイヤ３３２及び３３４がループ３２８の両側部に結合されている
ため、方向３３６へのイヤホン３０６の移動は、ステムワイヤ３３２が方向３３８に移動
することをもたらす。したがって、イヤホン３０６をヘッドバンド３３０のより近くに移
動させることによっても、ステムワイヤ３３２が移動し、その結果、イヤホン３０４がヘ
ッドバンド３３０のより近くになる。ヘッドバンド３３０のより近くに移動した後のイヤ
ホン３０４及び３０６の新たな位置を示すことに加えて、図３Ｈは、イヤホン３０４を方
向３４０に移動させることによって、イヤホン３０６を方向３４２に及びヘッドバンド３
３０から更に遠くにどのように自動で移動させるかを示す。記述されないが、ヘッドバン
ド３３０は、ループ３２８並びにステムワイヤ３３２及び３３４を記述された形状に維持
するために様々な補強部材を含むことができることが認識されるべきである。
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【００８８】
　図３Ｉ～３Ｊは、図３Ｇ～３Ｈに記述された１つと同様の別のイヤホン同期システムの
平坦概略図を示す。図３Ｉは、介在ループなしにステム３４４及び３４６の端を相互に直
接どのように結合することができるかを示す。ステム３４４及び３４６をパターンに延長
させ、ループ３２８と同様の形状を有することによって、追加のループ構造に対する必要
性なしに同様の結果を達成することができる。ステム３４４及び３４６の移動は、補強部
材３４８、３５０、及び３５２によって援助され、補強部材３４８、３５０、及び３５２
は、ステム３４４及び３４６のバックリングを防止することを支援すると共に、イヤホン
３０４及び３０６の位置が調節される。補強部材３４８～３５２は、チャネルを定めるこ
とができ、チャネルを通じて、ステム３４４及び３４６が円滑に通る。それらのチャネル
は、ステム３４４及び３４６が湾曲する位置において部分的に有用であることがある。湾
曲したチャネルを定めないが、補強部材３５２はなお、方向３５４及び３５６へのステム
３４４及び３４６の端の移動の方向を制限する重要な目的を果たす。方向３５６への移動
は、図３Ｊに記述されたように、イヤホンがヘッドバンド３３０に移動することをもたら
す。方向３５４への移動は、イヤホン３０４及び３０６がヘッドバンド３３０から更に遠
くに移動することをもたらす。
【００８９】
　図３Ｋ～３Ｌは、図３Ｇ～３Ｊに記述されたイヤホン同期システムのいずれか１つの組
み込みに適切なヘッドホン３６０の断面図を示す。図３Ｋは、格納されたイヤホン、並び
にステムアセンブリ３６２の位置をステムアセンブリ３６４の位置に係合させ、同期する
ためにヘッドバンド３３０から延材するステムワイヤ３３２及び３３４を有するヘッドホ
ン３６０を示す。ステムアセンブリ３６４内で支持構造３６６に結合されたステム３３４
が記述され、ステムアセンブリ３６４によって、ステムアセンブリ３６４と同期されたス
テムアセンブリ３６２を維持するために、ステム３３４の延長及び格納が可能になる。記
述されるように、ステムアセンブリ３６２は、ヘッドバンド３３０によって定められたチ
ャネル内に配置されており、ヘッドバンド３３０によって、ステムアセンブリ３６２がヘ
ッドバンド３３０に対して移動することが可能になる。図３Ｋは、データ同期ケーブル３
６８がヘッドバンド３３０を通じてどのように延長することができるか、並びにステムワ
イヤ３３４及びステムワイヤ３３２の両方の部分の周りをどのように覆うことができるか
も示す。ステムワイヤ３３２及び３３４の周りを覆うことによって、データ同期ケーブル
３５６は、ステムワイヤ３３２及び３３４のバックリングを防止するための補強部材とし
ての役割を果たすことが可能である。データ同期ケーブル３５６は、ヘッドホン３６０の
再生操作の間に正確に同期された音声を維持するために、イヤホン３０４及び３０６の間
で信号を交換するように全体的に構成されている。
【００９０】
　図３Ｌは、データ同期ケーブル３６８のコイル構成がステムアセンブリ３６２及び３６
４の延長にどのように適合するかを示す。データ同期ケーブル３６８は、ステムワイヤ３
３２及び３３４がコイルによって定められた中心開口を通じてスライドすることを可能に
する、被膜を有する外部面を有することができる。図３Ｌは、イヤホン３０４及び３０６
がヘッドバンド３３０の中心部分からの同一の距離をどのように維持するかをも示す。
【００９１】
　図３Ｍ～３Ｎは、データ同期ケーブル３６８と共に格納された位置及び延長された位置
にある図３Ｇ～３Ｈに記述されたイヤホン同期システムの斜視図を示す。図３Ｍは、ステ
ムワイヤ３３２が少なくとも部分的にループ３２８の部分を囲む取付機能３７０をどのよ
うに含むかを示す。このようにして、ステムワイヤ３３２、ステムワイヤ３３４、及び支
持構造３６６は、ループ３２８に沿って移動する。図３Ｍは、ヘッドバンド３３０を覆う
ことがループ３２８、ステムワイヤ３３２、及びステムワイヤ３３４に少なくとも部分的
にどのように従うことができるかを例示する破線をも示す。
【００９２】
　図３Ｏは、キャノピ構造３７２の部分、及びキャノピ構造３７２の補強部材３７４を通
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じてイヤホン同期システムをどのように経路指定することができるかを示す。補強部材３
７４は、所望の経路に沿ってループ３２８及びステムワイヤ３３２を案内することを支援
する。一部の実施形態では、キャノピ構造３７２は、ユーザの耳に固定されたイヤホンを
維持することを支援するバネ機構を含むことができる。
　オフセンタ旋回イヤホン
【００９３】
　図４Ａ～４Ｂは、オフセンタ旋回イヤホンを有するヘッドホン４００の正面図を示す。
図４Ａは、ヘッドバンドアセンブリ４０２を含むヘッドホン４００の正面図を示す。一部
の実施形態では、ヘッドバンドアセンブリ４０２は、ヘッドホン４００のサイズをカスタ
マイズする調節可能バンド及びステムを含むことができる。イヤホン４０４の上部に結合
されたヘッドバンドアセンブリ４０２の各々の端が記述される。これは、旋回ポイントを
イヤホン４０４の中心に置き、その結果、イヤホン４０４がユーザの頭部の面に並列して
イヤホン４０４が位置付けられている角度に移動することを可能にする方向にイヤホンが
自然に旋回することができる、従来の設計とは異なる。残念ながら、このタイプの設計は
、イヤホン４０４のいずれかの側部に延在するかさばるアームを全体的に必要とし、それ
によって、イヤホン４０４のサイズ及び重量を相当に増大させる。イヤホン４０４の最上
部の近くで旋回ポイント４０６を特定することによって、関連付けられた旋回機構構成要
素は、イヤホン４０４内でパッケージ化されてもよい。
【００９４】
　図４Ｂは、イヤホン４０４の各々についての動き４０８の例示的な範囲を示す。動き４
０８の範囲は、平均頭部サイズ測定に関して実行された調査に基づいて、ユーザの大部分
に適合するように構成されてもよい。この更に小型の構成はなお、イヤホンの中心を通じ
て力を適用すること、及び音響シールを確立することを含む、上記説明された更なる従来
の構成と同一の機能を実行することができる。一部の実施形態では、動き４０８の範囲は
、約１８度とすることができる。一部の実施形態では、動き４０８の範囲は、定められた
止め部を有しないことがあるが、代わりに、それが中立位置から遠くになるにつれて変形
するように徐々に固くなる。旋回機構構成要素は、ヘッドホンが使用中のときに、適度な
保持力をユーザの耳に適用するように構成されたバネ要素を含むことができる。バネ要素
は、ヘッドホン４００が着用されなくなると、イヤホンを中立位置に再度至らせることも
できる。
【００９５】
　図５Ａは、イヤホンの上部での使用のための例示的な旋回機構５００を示す。旋回機構
５００は、２つの軸の周りの動きに適合するように構成されてもよく、それによって、ヘ
ッドバンドアセンブリ４０２に対するイヤホン４０４についてのロール及びヨーの両方へ
の調節が可能になる。旋回機構５００は、ヘッドバンドアセンブリに結合することができ
るステム５０２を含む。ステム５０２の１つの端は、ステム５０２がヨー軸５０６の周り
を回転することを可能にする、ベアリング５０４内に位置付けられている。ベアリング５
０４も、ステム５０２をねじりバネ５０８に結合し、ねじりバネ５０８は、ロール軸５１
０の周りのイヤホン４０４に対するステム５０２の回転に対抗する。ねじりバネ５０８の
各々も、取付ブロック５１２に結合されてもよい。取付ブロック５１２は、締め具５１４
によってイヤホン４０４の内部面に固定されてもよい。ベアリング５０４は、ブッシング
５１６によって取付ブロック５１２に回転可能に結合されてもよく、ブッシング５１６に
よって、ベアリング５０４が取付ブロック５１２に対して回転することが可能になる。一
部の実施形態では、ロール及びヨー軸は、相互に実質的に直交することができる。このコ
ンテキストでは、実質的に直交するとは、２つの軸の間の角度が正確に９０度ではなくて
もよく、２つの軸の間の角度が８５～９５度の角度にとどまることを意味する。
【００９６】
　図５Ａは、磁界センサ５１８も記述する。磁界センサ５１８は、旋回機構５００内で磁
石の動きを検出する能力を有する磁器計又はホール効果センサの形式をとることができる
。特に、磁界センサ５１８は、取付ブロック５１２に対するステム５０２の動きを検出す
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るように構成されてもよい。このようにして、磁界センサ５１８は、旋回機構５００と関
連付けられたヘッドホンが着用されているときを検出するように構成されてもよい。例え
ば、磁界センサ５１８がホール効果センサの形式をとるとき、ベアリング５０４と結合さ
れた磁石の回転は、磁界センサ５１８を飽和にするその磁石によって放出された磁界の両
極性をもたらすことができる。磁界によるホール効果センサの飽和によって、ホール効果
センサが、フレキシブル回路５２０によって信号をヘッドホン４００内の他の電子デバイ
スに送信される。
【００９７】
　図５Ｂは、イヤホン４０４のクッション５２２の背後に位置付けられた旋回機構５００
を示す。このようにして、旋回機構５００は、ユーザの耳に適合するように通常左が開放
された空間に影響することなく、イヤホン４０４内で統合されてもよい。クローズアップ
図５２４は、旋回機構５００の断面図を示す。特に、クローズアップ図５２４は、締め具
５２８内に位置付けられた磁石５２６を示す。ステム５０２がロール軸５１０の周りを回
転するにつれて、磁石５２６はそれと共に回転する。磁界センサ５１８は、それが回転す
るにつれて磁石５２６によって放出された場の回転を検知するように構成されてもよい。
一部の実施形態では、磁界センサ５１８によって生成された信号は、ヘッドホン４００を
起動及び／又は停止するために使用されてもよい。これは特に、ほとんどのユーザによっ
て着用されるときにイヤホン４０４をユーザの頭部から離れて回転させる角度においてユ
ーザに向かって方位付けられた各々のイヤホン４０４の底端にイヤホン４０４の中立状態
が対応するときに有効であることがある。この方式でヘッドホン４００を設計することに
よって、その中立位置から離れた磁石５２６の回転は、ヘッドホン４００が使用中である
ことのトリガとして使用されてもよい。それに対応して、その中立位置への磁石５２６の
再度の移動は、ヘッドホン４００が使用されていないことのインジケータとして使用され
てもよい。ヘッドホン４００の電力状態は、ヘッドホン４００が使用中でない間に電力を
節約するためにそれらのインジケーションに一致することができる。
【００９８】
　図５Ｂのクローズアップ図５２４は、ステム５０２がベアリング５０４内でどのように
ねじることが可能であるかを示す。ステム５０２は、ねじキャップ５３０に結合されてお
り、ねじキャップ５３０によって、ステム５０２がベアリング５０４内でヨー軸５０６の
周りをねじることが可能になる。一部の実施形態では、ねじキャップ５３０は、それを通
じてステム５０２がねじることができる動きの範囲を制限する機械的止め部を定めること
ができる。磁石５３２は、ステム５０２内に配置されており、ステム５０２に沿って回転
するように構成されている。磁界センサ５３４は、磁石５３２によって放出された磁界の
回転を測定するように構成されてもよい。一部の実施形態では、磁界センサ５３４からセ
ンサ読み取り値を受け取るプロセッサは、ヨー軸に対する磁石５３２の角度方位における
閾値量の変化が発生したことを示すセンサ読み取り値に応答して、ヘッドホン４００の動
作パラメータを変更するように構成されてもよい。
【００９９】
　図６Ａは、ヘッドホンのイヤホン４０４の最上部内で適合するように構成された別の旋
回機構６００の斜視図を示す。旋回機構６００の全体的な形状は、イヤホンの最上部内で
利用可能な空間に従うように構成されている。旋回機構６００は、イヤホン４０４の矢印
６０１によって示される方向への動きに対抗するために、ねじりバネの代わりにリーフバ
ネを利用する。旋回機構６００は、ベアリング６０４内に配置された１つの端を有するス
テム６０２を含む。ベアリング６０４によって、ヨー軸６０５の周りのステム６０２回転
が可能になる。ベアリング６０４はまた、バネレバー６０８を通じてステム６０２をリー
フバネ６０６の第１の端に結合する。リーフバネ６０６の各々の第２の端は、バネアンカ
ー６１０の対応する１つに結合されている。バネアンカー６１０は、透明であり、その結
果、リーフバネ６０６の各々の第２の端がバネアンカー６１０の中心部分に係合する位置
を確認することができるとして記述される。この位置付けによって、リーフバネ６０６が
２つの異なる方向に屈曲することが可能になる。バネアンカー６１０は、各々のリーフバ
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ネ６０６の第２の端をイヤホン筐体６１２に結合する。このようにして、リーフバネ６０
６は、ステム６０２とイヤホン筐体６１２との間の柔軟性のある結合を生じさせる。旋回
機構６００は、ヘッドバンドアセンブリ４０２（記述されず）によって２つのイヤホン４
０４の間で電気信号を経路指定するように構成されたケーブリング６１４を含むことがで
きる。
【０１００】
　図６Ｂ～６Ｄは、イヤホン４０４の動きの範囲を示す。図６Ｂは、屈折していない状態
にあるリーフバネ６０６を有する、中立状態にあるイヤホン４０４を示す。図６Ｃは、第
１の方向に屈折されるリーフバネ６０６を示し、図６Ｄは、第１の方向とは反対の第２の
方向に屈折されるリーフバネ６０６を示す。図６Ｃ～６Ｄは、クッション５２２とイヤホ
ン筐体６１２との間の領域がリーフバネ６０６の屈折にどのように適合することができる
かをも示す。
【０１０１】
　図６Ｅは、旋回機構６００の拡大図を示す。図６Ｅは、ヨー軸６０５の周りで可能な回
転量を規制する機械的止め部を記述する。ステム６０２は、上部ヨーブッシング６１８に
よって定められたチャネル内で移動するように構成された突出部６１６を含む。記述され
るように、上部ヨーブッシング６１８によって定められたチャネルは、１８０度よりも大
きな回転を可能にする長さを有する。一部の実施形態では、チャネルは、イヤホン４０４
についての中立位置を定めるように構成された戻り止めを含むことができる。図６Ｅは、
ヨー磁石６２０に適合することができるステム６０２の部分をも記述する。磁石６２０に
よって放出された磁界は、磁界センサ６２２によって検出されてもよい。磁界センサ６２
２は、旋回機構６００の残りに対するステム６０２の回転角度を判定するように構成され
てもよい。一部の実施形態では、磁界センサ６２２は、ホール効果センサとすることがで
きる。
【０１０２】
　図６Ｅは、リーフバネ６０６の屈折の量を測定するように構成することができる、ロー
ル磁石６２４及び磁界センサ６２６をも記述する。一部の実施形態では、旋回機構６００
は、リーフバネ６０６内で生じた歪みを測定するように構成された歪みゲージ６２８をも
含むことができる。リーフバネ６０６内で測定された歪みは、どの方向及びどの程度リー
フバネが屈折されているかを判定するために使用されてもよい。このようにして、歪みゲ
ージ６２８によって記録されたセンサ読み取り値を受け取るプロセッサは、リーフバネ６
０６が屈曲しているかどうか、及びリーフバネ６０６が屈曲している方向を判定すること
ができる。一部の実施形態では、歪みゲージから受け取った読み取り値は、旋回機構６０
０と関連付けられたヘッドホンの動作状態を変更するように構成されてもよい。例えば、
動作状態は、歪みゲージからの読み取り値に応答して、旋回機構６００と関連付けられた
スピーカによって媒体が提示されている再生状態からスタンバイ状態又は非アクティブ状
態に変更されてもよい。一部の実施形態では、リーフバネ６０６が屈折されていない状態
にあるとき、これは、旋回機構６００と関連付けられたヘッドホンがユーザによって着用
されていないことを示すことができる。他の実施形態では、歪みゲージは、ヘッドバンド
バネ上に位置付けられてもよい。これにより、そのポイントで媒体ファイルの再生を再開
するようにヘッドホンを構成することができる、ユーザの頭部にヘッドホンを再度置くま
で、ユーザが媒体ファイル内の位置を維持することが可能になるので、この入力に基づい
て再生を中断することは非常に便利なことがある。シール６３０は、旋回機構６００の操
作を妨げることがある異質粒子の侵入を防止するために、ステム６０２とイヤホンの外部
面との間の開口を閉じることができる。
【０１０３】
　図６Ｆは、旋回機構６００とはいくつかの点で異なる、別の旋回機構６５０の斜視図を
示す。リーフバネ６５２は、旋回機構６００のリーフバネ６０６とは異なる方位を有する
。特に、リーフバネ６５２の方位は、リーフバネ６０６の方位とは約９０度異なる。これ
は、旋回機構６５０と関連付けられたイヤホンの回転に対抗するリーフバネ６５２の厚さ
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寸法をもたらす。図６Ｆは、フレキシブル回路６５４及びボードツーボードコネクタ６５
６をも示す。フレキシブル回路は、リーフバネ６５２上に位置付けられた歪みゲージを、
回路基板又は旋回機構６５０上の他の導電経路に電気的に結合することができる。電気信
号は、旋回機構６５０の先端６５８を通じて経路指定されてもよく、それによって、電気
信号がイヤホンの間で経路指定されることが可能になる。
【０１０４】
　図６Ｇは、締め具６６２及びブラケット６６３によってイヤホン筐体６１２に取り付け
られた別の旋回アセンブリ６６０を示す。旋回アセンブリ６６０は、並んで配置された複
数の螺旋バネ６６４を含むことができる。このようにして、螺旋コイル６６４は、旋回ア
センブリ６６０によってもたらされた抵抗の量を並列して増大させるよう作用することが
できる。螺旋バネ６６４は、ピン６６６及び６６８によって適切な位置に保持され、安定
化される。アクチュエータ６７０は、ステム基部６７２の回転から受けたいずれかの力を
螺旋バネ６６４に転移させる。このようにして、螺旋バネ６６４は、ステム基部６７４の
回転への所望の量の抵抗を確立することができる。
【０１０５】
　図６Ｈ～６Ｉは、異なる位置内でのステム基部６７４の回転を例示するために取り除か
れた１つの側部を有する旋回アセンブリ６６０を示す。特に、図６Ｈ～６Ｉは、ステム基
部６７２の回転がアクチュエータ６７０の回転及び螺旋バネ６６４の圧迫をどのようにも
たらすかを示す。
【０１０６】
　図６Ｊは、イヤホン筐体６１２内に配置された旋回アセンブリ６６０の切断斜視図を示
す。一部の実施形態では、ステム基部６７２は、記述されるように、ステム基部６７２と
アクチュエータ６７０との間の摩擦を減少させるためのベアリング６７４を含むことがで
きる。図６Ｊは、ブラケット６６３がピン６６６を適切な位置に固定するベアリングをど
のように定めることができるかを示す。螺旋バネ６６４をしっかりと適切な位置に維持す
る平坦化凹部を定めるピン６６６及び６６８も示される。一部の実施形態では、平坦化凹
部は、螺旋バネ６６４の中心開口に延在する突出部を含むことができる。
【０１０７】
　図６Ｋ～６Ｌは、緩和した状態及び圧迫した状態にある螺旋バネ６６４を有するイヤホ
ン筐体内に位置付けられた旋回アセンブリ６６０の部分側断面図を示す。特に、図６Ｋに
おける第１の位置から最大の屈折の第２の位置にシフトするときにアクチュエータ６７０
が受ける動きが明確に記述される。図６Ｋ及び６Ｌは、ステム基部に対してイヤホン筐体
が達成することができる回転量を制限することを支援する機械的止め部６７６をも記述す
る。
　低バネ定数バンド
【０１０８】
　図７Ａは、ヘッドバンドアセンブリにおける使用に適切なバネバンド７００の複数の位
置を示す。バネバンド７００は、バネバンド７００の変形に応答してバンドによって生じ
る力を、ずれに応じて低速に変化させる、低バネ定数を有することができる。残念ながら
、低バネ定数は、バネが特定の量の力を及ぼす前により大きな量のずれを経験する必要が
あることをもたらす。異なる位置７０２、７０４、７０６、及び７０８にあるバネバンド
７００が記述される。位置７０２は、バネバンド７００によって力が及ぼされない中立状
態にあるバネバンド７００に対応することができる。位置７０４において、バネバンド７
００は、その中立状態に向かってバネバンド７００を再度押し出す力を及ぼすことを開始
することができる。位置７０６は、小さい頭部を有するユーザがバネバンド７００と関連
付けられたヘッドホンを使用するときにバネバンド７００を屈曲させる位置に対応するこ
とができる。位置７０８は、大きい頭部を有するユーザがバネバンド７００を屈曲させる
バネバンド７００の位置に対応することができる。位置７０２及び７０６の間のずれは、
バネバンド７００が、バネバンド７００と関連付けられたヘッドホンがユーザの頭部から
外れることを避けるように十分な量の力を及ぼすように十分に大きい。更に、低バネ定数



(20) JP 6902605 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

に起因して、位置７０８においてバネバンド７００によって及ぼされる力が十分に小さい
ことがあり、その結果、バネバンド７００と関連付けられたヘッドホンの使用は、ユーザ
の不快感を生じさせるほど十分に高くない。概して、バネバンド７００のバネ定数が小さ
ければ小さいほど、バネバンド７００によって及ぼされる力の変動が小さくなる。このよ
うにして、低バネ定数バネバンド７００の使用によって、バネバンド７００と関連付けら
れたヘッドホンが異なるサイズの頭部を有するユーザに、更なる一貫したユーザ経験を与
えることが可能になることができる。
【０１０９】
　図７Ｂは、バネ力がバネバンド７００のずれに応じてバネ定数に基づいてどのように変
化するかを例示するグラフを示す。線７１０は、位置７０２と同等なその中立位置を有す
るバネバンド７００を表すことができる。記述されるように、これによって、バネバンド
７００がヘッドホンの特定のペアについての動きの範囲の中間において所望の力をなおも
経験する相対的に低いバネ定数を有することが可能になる。線７１２は、位置７０４と同
等なその中立位置を有するバネバンド７００を表すことができる。記述されるように、動
きの所望の範囲の中間において及ぼされる所望の量の力を達成するためにより高いバネ定
数が必要とされる。最後に、線７１４は、位置７０６と同等なその中立位置を有するバネ
バンド７００を表すことができる。線７１４と一貫したプロファイルを有するようにバネ
バンド７００を設定することによって、動きの所望の範囲についての最小位置においてバ
ネバンド７００によって及ぼされる力をもたらさず、最大位置において線７１０と一貫し
たプロファイルを有するバネバンド７００と比較して及ぼされる力の量を２倍よりも大き
くなる。動きの所望の範囲の前により大きな量のずれを通じて移動するようにバネバンド
７００を構成することは、バネバンド７００と関連付けられたヘッドホンを着用している
ときに明確な利点を有すると共に、ユーザの首周りに着用しているときにヘッドホンが位
置７０２に戻ることが望ましくないことがある。これは、ヘッドホンがユーザの首に居心
地悪くまとわりつくことをもたらす。
【０１１０】
　図８Ａ～８Ｂは、ユーザの首周りを非常にきつく覆うことから低バネ定数バネバンドを
利用するヘッドホン８００によって生じる不快感を防止する解決策を示す。ヘッドホン８
００は、イヤホン８０４に連結するヘッドバンドアセンブリ８０２を含む。ヘッドバンド
アセンブリ８０２は、バネバンド７００の内向き面に結合された圧迫バンド８０６を含む
。図８Ａは、ヘッドホン８００の最大屈折位置に対応する、位置７０８にあるバネバンド
７００を示す。バネバンド７００によって及ぼされる力は、この最大屈折位置を超えてヘ
ッドホン８００を引き延ばすことを抑止するものとしての役割を果たすことができる。一
部の実施形態では、バネバンド７００の外向き面は、位置７０８を超えてバネバンド７０
０の屈折に対抗するように構成された第２の圧迫バンドを含むことができる。記述される
ように、圧迫バンド８０６の指の節８０８は、指の節８０８の外側部が隣接する指の節８
０８に接しないため、バネバンドが位置７０８にあるときにほとんど目的を果たさない。
【０１１１】
　図８Ｂは、位置７０６にあるバネバンド７００を示す。位置７０６において、指の節８
０８は、位置７０４又は７０２に向かうバネバンド７００の更なるずれを防止するために
、隣接する指の節８０８に接触する。このようにして、圧迫バンド８０６は、バネバンド
７００がヘッドホン８００のユーザの首に圧力をかけることを防止することができると共
に、低バネ定数バネバンド７００の利点を維持することができる。図８Ｃ～８Ｄは、バネ
バンド７００が過ぎた位置７０６に戻ることを防止するために、別々の及び異なる指の節
８０８をバネバンド７００のより低い側部に沿ってどのように配置することができるかを
示す。
【０１１２】
　図８Ｅ～８Ｆは、イヤホン８０４に対するヘッドバンドアセンブリ８０２の動きを制御
するためのバネの使用が、バネバンド７００によって適用される単独の力と比較されると
き、ヘッドホン８００によってユーザに適用される力の量をどのように変化させることが
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できるかを示す。図８Ｅは、バネバンド７００によって及ぼされる力８１０及びヘッドバ
ンドアセンブリ８０２に対するイヤホン８０４の動きを制御するバネによって及ぼされる
力８１２を示す。図８Ｆは、少なくとも２つの異なるバネによって供給される力８１０及
び８１２がバネのずれに基づいてどのように変化することができるか例示する例示的な曲
線を示す。力８１０は、バネバンド７００が中立状態に戻ることを防止する圧迫バンドを
理由に、動きの所望の範囲直前まで作用することを開始しない。この理由により、力８１
０によって与えられる力の量は、より高いレベルで開始し、力８１０におけるより小さい
変動をもたらす。図８Ｆは、力８１４、連続して作用する力８１０及び８１２の結果を例
示する。バネを連続して配置することによって、ユーザの頭部のサイズに適合するように
ヘッドホン８００が形状を変更するにつれて結果として生じる力が変化する速度が減少す
る。このようにして、二重バネ構成は、様々な種類の頭部形状を含むユーザの基部に対し
てより一貫したユーザ経験を提供することを支援する。
【０１１３】
　図９Ａ～９Ｂは、低バネ定数バンド９０２を使用してヘッドホン９００のペアの動きの
範囲を制限する別の方式を示す。図９Ａは、イヤホン９０４が離れて引っ張られることに
より緩んだ状態にあるケーブル９０４を示す。低バネ定数バンド９０２の動きの範囲は、
圧迫の代わりに張力の機能の結果として関与する、圧迫バンド８０６の機能と同様の機能
を達成するケーブル９０４によって制限されてもよい。ケーブル９０４は、イヤホン９０
６の間を延在するように構成されており、アンカー機能９０８によってイヤホン９０６の
各々に結合されている。ケーブル９０４は、ワイヤガイド９１０によって低バネ定数バン
ド９０２の上に保持されてもよい。ワイヤガイド９１０は、ワイヤガイド９１０が低バネ
定数バンド９０２の上でケーブル９０４を持ち上げるように構成された差異と共に、図２
Ａ～２Ｇに記述されたワイヤガイド２１０と同様であってもよい。ワイヤガイド９１０の
ベアリングは、ケーブル９０４が詰まり、又は望ましくなく絡まることを防止することが
できる。ケーブル９０４及び低バネ定数バンド９０２は、装飾カバーによって覆われても
よいことに留意されるべきである。一部の実施形態では、ケーブル９０４は、イヤホンの
位置を同期し、ヘッドホンの動きの範囲を制御する能力を有するヘッドホンを作製するた
めに、図２Ａ～２Ｇに示された実施形態と組み合わされてもよいことにも留意されるべき
である。
【０１１４】
　図９Ｂは、イヤホン９０６が共に近くに至るときにケーブル９０４をどのように締め付
け、最終的にイヤホン９０６のより近くへの更なる移動をどのように共に停止するかを示
す。このようにして、ヘッドホン９００が、ユーザの首に非常にきつく圧力をかけること
なく、多くの数のユーザの首周りに快適に着用されることを可能にする、イヤホン９０６
の間の最小距離９１２が維持されてもよい。
　左／右耳の検出
【０１１５】
　図１０Ａは、ヘッドホン１００２を着用しているユーザ１０００の例示的な頭部の上面
図を示す。ユーザ１０００の両側部上のイヤホン１００４が記述される。イヤホン１００
４に連結するヘッドバンドは、ユーザ１０００の頭部の特徴をより詳細に示すために省略
される。記述されるように、イヤホン１００４は、ヨー軸の周りを回転するように構成さ
れており、よって、それらは、ユーザ１０００の頭部に対して平坦に位置付けられてもよ
く、ユーザ１０００の面に向かってわずかに方位付けられてもよい。大規模グループのユ
ーザに関して行われた調査では、記述されるように、平均して、イヤホン１００４がユー
ザの耳の上に位置するときにｘ軸を上回ってオフセットされていることが発見された。更
に、ユーザの９９％を上回って、ｘ軸に対するイヤホン１００４の角度がｘ軸を上回った
。これは、ヘッドホン１００２のユーザの統計的に関連しない部分のみが、イヤホン１０
０４をｘ軸に向かって方位付ける頭部形状を有することを意味する。図１０Ｂは、ヘッド
ホン１００２の正面図を示す。特に、図１０Ｂは、イヤホン１００４と関連付けられたヨ
ー回転軸１００６を示し、イヤホン１００４の両方がイヤホン１００４に連結するヘッド
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バンド１００８の同一の側部に受かってどのように方位付けられているかを示す。
【０１１６】
　図１０Ｃ～１０Ｄは、ヘッドホン１００２の上面図を示し、イヤホン１００４がヨー回
転軸１００６の周りをどのように回転することが可能であるかを示す。図１０Ｃ～１０Ｄ
は、ヘッドバンド１００８によって共に連結されているイヤホン１００４をも示す。ヘッ
ドバンド１００８は、ヘッドバンド１００８に対するイヤホン１００４の各々の角度を判
定するように構成することができる、ヨー位置センサ１０１０を含むことができる。ヘッ
ドバンド１００８に対するイヤホンの中立位置に対する角度が測定されてもよい。中立位
置は、イヤホン１００４がヘッドバンド１００８の中心領域に向かって直接方位付けられ
た位置とすることができる。一部の実施形態では、イヤホン１００４は、外力によって作
用しないときにイヤホン１００４を中立位置に戻すバネを有することができる。中立位置
に対するイヤホンの角度は、時計回り方向又は反時計回り方向に変化することができる。
例えば、図１０Ｃでは、イヤホン１００４－１は、反時計回り方向に回転軸１００６－１
の周りで偏り、イヤホン１００４－２は、時計回り方向に回転軸１００６－２の周りで偏
る。一部の実施形態では、センサ１０１０は、イヤホン１００４の角度変化を測定するよ
うに構成された飛行時間センサとすることができる。センサ１０１０として関連付けられ
、示される記述されたパターンは、イヤホンの各々の回転量の正確な測定を可能にする視
覚パターンを表すことができる。他の実施形態では、センサ１０１０は、図５Ｂ及び６Ｅ
と共に説明された磁界センサ又はホール効果センサの形式をとることができる。一部の実
施形態では、センサ１０１０は、各々のイヤホンがユーザのどの耳を覆っているかを判定
するために使用されてもよい。イヤホン１００４がほとんど全てのユーザに対してｘ軸の
背後に方位付けられているとして既知であるため、センサ１０１０がｘ軸の１つの側部に
向かって方位付けられたイヤホン１００４の両方を検出するとき、ヘッドホン１００２は
、どちらのイヤホンがどちらの耳の上にあるかを判定することができる。例えば、図１０
Ｃは、イヤホン１００４－１がユーザの左耳の上にあり、イヤホン１００４－２がユーザ
の右耳の上にあると判定することができる構成を示す。一部の実施形態では、ヘッドホン
１００２内の回路は、音声チャネルを調節するように構成されてもよく、よって、正確な
チャネルが正確な耳に配信されている。
【０１１７】
　同様に、図１０Ｄは、イヤホン１００４－１がユーザの右耳の上にあり、イヤホン１０
０４－２がユーザの左耳の上にある構成を示す。一部の実施形態では、イヤホンがｘ軸の
同一の側部に向かって方位付けられていないとき、ヘッドホン１００２は、音声チャネル
を変更する前に更なる入力を要求することができる。例えば、イヤホン１００４－１及び
１００４－２が両方、時計回り方向に偏るとして検出されるとき、ヘッドホン１００２と
関連付けられたプロセッサは、ヘッドホン１００２が現在使用中でないと判定することが
できる。一部の実施形態では、ヘッドホン１００２は、ユーザがヨー位置センサ１０１０
と関連付けられたＬ／Ｒ音声チャネル経路指定ロジックとは独立して、音声チャネルをフ
リップすることを望むケースに対するオーバーライドスイッチを含むことができる。他の
実施形態では、ユーザに対するヘッドホン１００２の位置を確認するために、別のセンサ
又はセンサ（複数可）が起動されてもよい。
【０１１８】
　図１０Ｅ～１０Ｆは、ヘッドバンドに対するイヤホンのロール及び／又はヨーが検出さ
れるときに実行することができる制御方法を記述するフローチャートを示す。図１０Ｅは
、ヨー軸の周りのヘッドホンのヘッドバンドに対するイヤホンの回転の検出への応答を記
述するフローチャートを示す。ヨー軸は、各々のイヤホンとヘッドバンドとの間の接合部
分の近くに位置するポイントを通じて延在することができる。ヘッドホンがユーザによっ
て使用されているとき、ヨー軸は、ユーザの解剖学的矢状面及び解剖学的冠状面の交差を
定めるベクトルに実質的に並列にすることができる。１０５２において、ヨー軸の周りの
イヤホンの回転は、旋回機構と関連付けられた回転センサによって検出されてもよい。一
部の実施形態では、旋回機構は、ヨー軸５０６及び６０５を記述する、旋回機構５００又
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は旋回機構６００と同様であってもよい。１０５４において、ヨー軸の周りの回転と関連
付けられた閾値を上回ったかどうかに関する判定が行われてもよい。一部の実施形態では
、ヨー閾値は、２つのイヤホンの耳向き面が相互に直接対向することができる位置をイヤ
ホンが通るときは常に満たされてもよい。１０５６において、イヤホンのうちの少なくと
も１つが閾値を通り、両方のイヤホンが同一の方向に方位付けられていると判定されるケ
ースでは、２つのイヤホンに経路指定された音声チャネルが交換されてもよい。一部の実
施形態では、ユーザは、音声チャネルにおける変更を通知されてもよい。一部の実施形態
では、旋回機構によって検出されたロールの量は、音声チャネルをどのように割り当てる
かの判定に組み入れられてもよい。
【０１１９】
　図１０Ｆは、ロール軸の周りのヘッドホンのヘッドバンドに対するイヤホンの回転の検
出への応答を記述するフローチャートを示す。ロール軸は、各々のイヤホンとヘッドバン
ドとの間の接合部分の近くのポイントを通ることができる。ヘッドホンがユーザによって
使用されているとき、ロール軸は、ユーザの解剖学的矢状面及び解剖学的冠状面の交差を
定めるベクトルに実質的に並列にすることができる。１０６２において、ヨー軸の周りの
イヤホンの回転は、旋回機構と関連付けられた回転センサによって検出されてもよい。一
部の実施形態では、旋回機構は、ロール軸５１０及びロール方向６０１をそれぞれ記述す
る、旋回機構５００又は旋回機構６００と同様であってもよい。１０６４において、ロー
ル軸の周りの回転と関連付けられた閾値を上回ったかどうかに関する判定が行われてもよ
い。一部の実施形態では、閾値は、ヘッドバンドに対するイヤホンの回転を制御するバネ
（複数可）が力を及ぼすために必要とされるときは常に満たされてもよい。一部の実施形
態では、ホール効果センサなどの位置センサは、ロール軸に対するイヤホンの角度を測定
するように構成されてもよい。１０６６において、ヘッドバンドに対するイヤホンのロー
ル角度が、ヘッドホンが使用中から不使用であることに移り、又は逆の場合を示すとき、
ヘッドホンの動作状態が変化する。
【０１２０】
　図１０Ｇは、一部の実施形態に従った、本明細書で説明される様々な構成要素を実装す
るために使用することができるコンピューティングデバイス１０７０のシステムレベルブ
ロック図を示す。特に、詳細な図は、図１０Ａ～１０Ｄに例示されるヘッドホン１００２
に含めることができる様々な構成要素を例示する。図１０Ｇに示されるように、コンピュ
ーティングデバイス１０７０は、コンピューティングデバイス１０７０の全体的な動作を
制御するマイクロプロセッサ又はコントローラを表すプロセッサ１０７２を含むことがで
きる。コンピューティングデバイス１０７０は、ヘッドバンドアセンブリによって連結さ
れた第１のイヤホンｆ及び第２のイヤホン１０７６を含むことができ、イヤホンは、媒体
コンテンツをユーザに提示するスピーカを含む。プロセッサ１０７２は、第１の音声チャ
ネル及び第２の音声チャネルを第１のイヤホン１０７４及び第２のイヤホン１０７６に伝
送するように構成されてもよい。一部の実施形態では、第１の方位センサ（複数可）１０
７８は、第１のイヤホン１０７４の方位データをプロセッサ１０７２に伝送するように構
成されてもよい。同様に、第２の方位センサ（複数可）１０８０は、第２のイヤホン１０
７６の方位データをプロセッサ１０７２に伝送するように構成されてもよい。プロセッサ
１０７２は、第１の方位センサ１０７８及び第２の方位センサ１０８０から受信された情
報に従って、第１の音声チャネルを第２の音声チャネルと交換するように構成されてもよ
い。データバス１０８２は、少なくともバッテリ／電源１０８４、無線通信回路１０８４
、有線通信回路１０８２、コンピュータ可読メモリ１０８０、及びプロセッサ１０７２の
間のデータ転送を促進することができる。一部の実施形態では、プロセッサ１０７２は、
第１の方位センサ１０７８及び第２の方位センサ１０８０によって受信された情報に従っ
て、バッテリ／電源１０８４を指示するように構成されてもよい。無線通信回路１０８６
及び有線通信回路１０８８は、媒体コンテンツをプロセッサ１０７２に提供するように構
成されてもよい。一部の実施形態では、プロセッサ１０７２、無線通信回路１０８６、及
び有線通信回路１０８８は、情報をコンピュータ可読メモリ１０９０に伝送し、情報をコ
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ンピュータ可読メモリ１０９０から受信するように構成されてもよい。コンピュータ可読
メモリ１０９０は、単一のディスク又は複数のディスク（例えば、ハードドライブ）を含
むことができ、コンピュータ可読メモリ１０９０内の１つ以上の区画を管理する記憶管理
モジュールを含むことができる。
　折り畳み可能ヘッドホン
【０１２１】
　図１１Ａ～１１Ｂは、変形可能形状因子を有するヘッドホン１１００を示す。図１１Ａ
は、イヤホン１１０４を機械的及び電気的に結合するように構成することができる、変形
可能ヘッドバンドアセンブリ１１０２を含むヘッドホン１１００を示す。一部の実施形態
では、イヤホン１１０４は、イヤカップとすることができ、他の実施形態では、イヤホン
１１０４は、オンイヤ型イヤホンとすることができる。変形可能ヘッドバンドアセンブリ
１１０２は、ヘッドバンドアセンブリ１１０２の折り畳み可能ステム領域１１０６によっ
てイヤホン１１０４に連結されてもよい。折り畳み可能ステム領域１１０６は、変形可能
バンド領域１１０８の両端に配置されている。折り畳み可能ステム領域１１０６の各々は
、変形可能バンド領域１１０８に対して回転した後、イヤホン１１０４の各々が平坦化状
態にあるままにすることを可能にするオーバセンタロック機構を含むことができる。平坦
化状態は、弓型状態にあるよりも平坦になるよう変化する変形可能バンド領域１１０８の
湾曲を指す。一部の実施形態では、変形可能バンド領域１１０８は、非常に平面になるが
、他の実施形態では、湾曲は、更に変化可能であってもよい（以下の図に示されるように
）。オーバセンタロック機構によって、ユーザがオーバセンタロック機構を変形可能バン
ド領域１１０８から再度離れるように回転させるまで、イヤホン１１０４が平坦化状態に
あるままにすることが可能になる。このようにして、ユーザは、状態を変更するボタンを
発見する必要がないが、イヤホンをその弓型状態の位置に再度回転させる直感的なアクシ
ョンを単純に実行するだけである。
【０１２２】
　図１１Ｂは、変形可能バンド領域１１０８と接して回転するイヤホン１１０４のうちの
１つの状態を示す。記述されるように、変形可能バンド領域１１０８に対するイヤホン１
１０４の１つのみの回転によって、変形可能バンド領域１１０８の半分が平坦になる。図
１１Ｃは、変形可能バンド領域１１０８に対して回転するイヤホンのうちの２つ目の状態
を示す。このようにして、ヘッドホン１１００は、弓型状態（すなわち、図１１Ａ）から
平坦化状態（すなわち、図１１Ｃ）に容易に転移することができる。平坦化状態のヘッド
ホンでは、ヘッドホン１１００のサイズは、端から端へ配置された２つのイヤホンと同等
なサイズに減少させることができる。一部の実施形態では、変形可能バンド領域は、イヤ
ホン１１０４のクッションに圧入することができ、それによって、ヘッドバンドアセンブ
リ１１０２が平坦化状態にあるヘッドホン１１００の高さに加わることを実質的に防止す
る。
【０１２３】
　図１１Ｄ～１１Ｆは、変形可能バンド領域１１０８の外向き面に向かってヘッドホン１
１５０のイヤホン１１０４をどのように折り畳むことができるかを示す。図１１Ｄは、弓
型状態にあるヘッドホン１１Ｄを示す。図１１Ｅでは、イヤホン１１０４のうちの１つの
状態は、変形可能バンド領域１１０８の外向き面に向かって折り畳まれる。イヤホン１１
０４が記述されるように適切な位置にあると、イヤホン１１０４をこの位置に移動させる
際に及ぼされる力は、平坦化状態にある変形可能ヘッドバンドアセンブリ１１０２の１つ
の側部にあることができると共に、他の側部は、弓型状態のままである。図１１Ｆでは、
変形可能バンド領域１１０８の外向き面に対して折り畳まれた第２のイヤホン１１０４も
示される。
【０１２４】
　図１２Ａ～１２Ｂは、ヘッドホンがバネバンドの両端を引っ張ることによって弓型状態
から平坦化状態に転移することができるヘッドホンの実施形態を示す。図１２Ａは、例え
ば、平坦化状態にある、図１１に示されたヘッドホン１１００とすることができる、ヘッ
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ドホン１２００を示す。平坦化状態では、イヤホン１１０４は、同一の平面内で位置合わ
せされ、その結果、耳パッド１２０２の各々が同一の方向に実質的に対向する。一部の実
施形態では、ヘッドバンドアセンブリ１１０２は、平坦化状態にある耳パッド１２０２の
各々の両側部に接する。ヘッドバンドアセンブリ１１０２の変形可能バンド領域１１０８
は、バネバンド１２０４及びセグメント１２０６を含む。バネバンド１２０４は、バネバ
ンド１２０４の各々の端に引張力を及ぼす折り畳み可能ステム領域１１０６の構成要素を
ロックすることによって、ヘッドホン１２００を弓型状態に戻すことを防止されてもよい
。セグメント１２０６は、ピン１２０８によって隣接するセグメント１２０６に接続され
てもよい。ピン１２０８によって、セグメントが相互に回転することが可能になり、その
結果、セグメント１２０６の形状を共に維持することができるが、弓型状態に適合するた
めに形状を変更することも可能である。セグメント１２０６の各々は、セグメント１２０
６の各々を通るバネバンド１２０４に適合するための孔とすることもできる。中心又は要
セグメント１２０６は、バネバンド１２０４の中心に係合する締め具１２１０を含むこと
ができる。締め具１２１０は、図１１Ｂに記述されたように、イヤホン１１０４が平坦化
状態に連続して回転することを可能にするバネバンド１２０４の２つの側部を分離する。
【０１２５】
　図１２Ａは、上部リンケージ１２１２、中間リンケージ１２１４、及び下部リンケージ
１２１６を共に旋回可能に結合するピンによって共に連結された３つの剛体リンケージを
含む折り畳み可能ステム領域１１０６の各々を示す。相互のリンケージの動きはまた、中
間リンケージ１２１４を下部リンケージ１２１６に連結するピン１２２０に結合された第
１の端、及び上部リンケージ１２１２によって定められたチャネル１２２２内で係合した
第２の端を有することができる、バネピン１２１８によって少なくとも部分的に規制され
てもよい。バネピン１２１８の第２の端は、バネバンド１２０４にも結合されてもよく、
その結果、バネピン１２１８の第２の端は、バネバンド１２０４に及ぼされる力が変化す
るチャネル１２２２内でスライドする。ヘッドホン１２００は、バネピン１２１８の第１
の端がオーバセンタロック位置に到達すると平坦化状態になることができる。オーバセン
タロック位置は、バネピン１２１８の第１の端がオーバセンタロック位置から解除される
のに十分に遠くに移動するまで、平坦な位置にあるイヤホン１１０４を維持する。そのポ
イントにおいて、イヤホン１１０４は、その弓型状態位置に戻る。
【０１２６】
　図１２Ｂは、弓型状態に配置されたヘッドホン１２００を示す。この状態では、バネバ
ンド１２０４は、最小の量の力がバネバンド１２０４内に蓄えられた緩和した状態にある
。このようにして、バネバンド１２０４の中立状態は、ユーザによってアクティブに着用
されていないとき、弓型状態にあるヘッドバンドアセンブリ１１０２の形状を定めるため
に使用されてもよい。図１２Ｂは、チャネル１２２２内のバネピン１２１８の第２の端の
静止状態、及びバネバンド１２０４の端に関する力の対応する減少が、バネバンド１２０
４がヘッドホン１２００が弓型状態をとることヘッドホンを支援するのをどのように可能
にするかをも示す。バネバンド１２０４の実質的に全てが図１２Ａ～１２Ｂに記述される
と共に、バネバンド１２０４は、セグメント１２０６及び上部リンケージ１２１２によっ
て全体的に隠されることに留意されるべきである。
【０１２７】
　図１２Ｃ～１２Ｄは、弓型及び平坦化状態それぞれにある折り畳み可能ステム領域１１
０６の側部図をそれぞれ示す。図１２Ｃは、バネピン１２１８によって及ぼされる力１２
２４が弓型状態にあるリンケージ１２１２、１２１４、及び１２１６を維持するようにど
のように動作するかを示す。特に、バネピン１２１８は、上部リンケージ１２１２がピン
１２２６の周りで、及び下部リンケージ１２１６から離れて回転することを防止すること
によって、弓型状態にあるリンケージを維持する。図１２Ｄは、バネピン１２１８によっ
て及ぼされる力１２２８が平坦化状態にあるリンケージ１２１２、１２１４、及び１２１
６を維持するようにどのように動作するかを示す。この双安定振る舞いは、バネピン１２
１８が平坦化状態にあるピン１２２６によって定められた回転軸の反対側部にシフトされ
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ることによって可能にされる。このようにして、リンケージ１２１２～１２１６は、オー
バセンタロック機構として動作可能である。平坦化状態では、バネピン１２１８は、ヘッ
ドホンを平坦化状態から弓型状態に遷移することに抵抗するが、イヤホン１１０４に十分
に大きな回転力を及ぼすユーザは、平らな状態と弓型状態との間でのヘッドホンを遷移さ
せるために、バネピン１２１８によって及ぼされる力を克服することができる。
【０１２８】
　図１２Ｅは、平坦化状態にあるヘッドホン１２００の１つの端の側面図を示す。この図
では、ユーザの頭部の湾曲に従うように構成された輪郭を有する耳パッド１２０２が示さ
れる。耳パッド１２０２の輪郭は、ヘッドバンドアセンブリ１１０２、及び特に、ヘッド
バンドアセンブリ１１０２を構成するセグメント１２０６が耳パッド１２０２よりも垂直
に相当に遠くに突出することを防止することを支援することもできる。一部の実施形態で
は、耳パッド１２０２の中心部分の陥没は、セグメント１２０６によってそれらに及ぼさ
れる圧力によって少なくとも部分的に生じられることがある。
【０１２９】
　図１３Ａ～１３Ｂは、弓型状態と平坦化状態との間で遷移するために軸外ケーブルを使
用する、ヘッドホン１３００の部分断面図を示す。図１３Ａは、弓型状態にあるヘッドホ
ン１３００の部分断面図を示す。ヘッドホン１３００は、イヤホン１１０４がヘッドバン
ドアセンブリ１１０２に向かって回転するとき、ヘッドバンドアセンブリ１１０２の変形
可能バンド領域１１０８を平坦化するために、ケーブル１３０２が締め付けられる点で、
ヘッドホン１２００とは異なる。ケーブル１３０２は、ニチノール（商標）、ニッケルチ
タン合金などの高度に伸縮するケーブル材料から形成されてもよい。クローズアップ図１
３０３は、変形可能バンド領域１１０８が締め具１３０６によってバネバンド１２０４に
留められる多くのセグメント１３０４をどのように含むことができるかを示す。一部の実
施形態では、締め具１３０６は、ヘッドホン１３００を使用する間、締め具１３０６のい
ずれかのガラガラ音を防止するために、Ｏリングによってバネバンド１２０４にも固定さ
れてもよい。セグメント１３０４の中心の１つは、ケーブル１３０２がセグメント１３０
４の中心の１つに対してスライドすることを防止するスリーブ１３０８を含むことができ
る。他のセグメント１３０４は、ケーブル１３０２がヘッドホン１３００を平坦化するた
めに引っ張られるにつれて、ケーブル１３０２が相当な量の摩擦を経験することを避ける
金属プーリー１３１０を含むことができる。図１３Ａは、ケーブル１３０２の各々の端が
回転締め具１３１２にどのように固定されるかをも示す。折り畳み可能ステム領域１１０
６が回転するにつれて、回転締め具１３１２は、ケーブル１３０２の端がねじれるのを避
ける。
【０１３０】
　図１３Ｂは、平坦化状態にあるヘッドホン１３００の部分断面図を示す。ケーブル１３
０２の方位における変化に適合するために異なる回転位置にある回転締め具１３１２が示
される。回転締め具１３１２の新たな位置は、ヘッドホン１３００が、ヘッドホン１２０
０に対して上記説明された弓型状態に意図せずに戻ることを防止する、オーバセンタロッ
ク位置をも生じさせる。図１３Ｂは、セグメント１３０４の各々の湾曲形状が、弓型状態
と平坦化状態との間で遷移するために、セグメント１３０４が相互に回転することをどの
ように可能にするかを示す。一部の実施形態では、ケーブル１３０２は、図９Ａ～９Ｂに
示された実施形態にいくつかの点で同様のバネバンド１２０４の動きの範囲を制限するよ
うに動作可能とすることもできる。
【０１３１】
　図１４Ａは、ヘッドホン１３００と同様なヘッドホン１４００を示す。特に、ヘッドホ
ン１４００は、変形可能バンド領域１１０８を平坦化するためにケーブル１３０２をも使
用する。更に、ケーブル１３０２の中心部分は、中心セグメント１３０４によって保持さ
れる。対照的に、折り畳み可能ステム領域１１０６の下部リンケージ１２１６は、図１２
Ａに記述された下部リンケージ１２１６に対して上方向にシフトされる。イヤホン１１０
４が変形可能バンド領域１１０８に向かって軸１４０２の周りを回転するとき、バネピン
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１４０４は、回転の第１の部分の間、図１４Ｂに示されるように伸長するように構成され
ている。一部の実施形態では、バネピン１４０４の伸長によって、イヤホンが初期位置か
ら約３０度を回転することが可能になることができる。バネピン１４０４がそれらの最大
長さに到達すると、軸１４０２の周りのイヤホン１１０４の更なる回転は、ケーブル１３
０２が引っ張られることをもたらし、それによって、図１４Ｃに示されるように、変形可
能バンド領域１１０８が弓型形状から平坦形状に変化する。遅延した引っ張る動きは、角
度を変化させ、その角度から、ケーブル１３０２が最初に引っ張られる。変化した初期の
角度は、ヘッドホン１４００が弓型状態から平坦化状態に遷移するとき、ケーブル１３０
２が巻き付けられる可能性を低くすることができる。
【０１３２】
　図１５Ａ～１５Ｆは、異なる角度から及び異なる状態にあるヘッドバンドアセンブリ１
５００の様々な図を示す。ヘッドバンドアセンブリ１５００は、平坦化状態と弓型状態と
の間の遷移に適合する双安定構成を有する。図１５Ａ～１５Ｃは、弓型状態にあるヘッド
バンドアセンブリ１５００を記述する。柔軟性のあるヘッドバンド筐体１５０６内にある
双安定ワイヤ１５０２及び１５０４が記述される。ヘッドバンド筐体は、少なくとも平坦
化状態及び弓型状態に適合するように形状を変更するように構成されてもよい。双安定ワ
イヤ１５０２及び１５０４は、ヘッドバンド筐体１５０６の１つの端から別の端に延在し
、使用の間にヘッドホンの関連付けられたペアをしっかりと適切な位置に維持するために
、ヘッドバンドアセンブリ１５００の両端に取り付けられたイヤホンを通じて、締め付け
力をユーザの頭部に与えるように構成されている。図１５Ｃは特に、ヘッドバンド筐体１
５０６を複数の孔リンク１５０８からどのように形成することができるかを示し、複数の
孔リンク１５０８は、共にヒンジで連結されてもよく、空洞を共働して形成し、空洞の中
で、双安定ワイヤ１５０２が弓型状態及び平坦化状態に対応する構成の間で遷移すること
が可能である。リンク１５０８のみが１つの側部上でヒンジで連結されているため、リン
クのみが、１つの方向に弓型状態に移動することが可能である。これは、ヘッドバンドア
センブリ１５００が誤った方向に屈曲し、それによって、イヤホンを誤った方向に位置付
ける残念な状況を回避することを支援する。
【０１３３】
　図１５Ｄ～１５Ｆは、平坦化状態にあるヘッドバンドアセンブリを示す。双安定ワイヤ
１５０２及び１５０４の端が、ワイヤ１５０２及び１５０４の端が双安定ワイヤ１５０２
及び１５０４の中心部分よりも高いオーバセンタポイントを過ぎたため、双安定ワイヤ１
５０２はここで、平坦化状態にあるヘッドバンドアセンブリ１５００を維持することを支
援する。一部の実施形態では、双安定ワイヤ１５０２は、ヘッドバンドアセンブリ１５０
０を通じて１つのイヤホンから別のイヤホンに信号を搬送し、及び／又は電力を供給する
ためにも使用されてもよい。
【０１３４】
　図１６Ａ～１６Ｂは、折り畳まれた状態及び弓型状態にあるヘッドバンドアセンブリ１
６００を示す。図１６Ａは、弓型状態にあるヘッドバンドアセンブリ１６００を示す。図
１５Ｃ及び１５Ｆに示された実施形態と同様に、ヘッドバンドアセンブリは、内部容積を
定める柔軟性のあるヘッドバンド筐体を共働して形成する複数の孔リンク１６０２を含む
。受動リンケージヒンジ１６０４は、内部容積の中心部分及びリンク双安定要素１６０６
内で共に位置付けられてもよい。図１６Ａは、ヘッドバンドアセンブリ１６００の両側部
に圧力をかけるように作用する力に抵抗する、弓型構成にある双安定要素１６０６及び１
６００８を示す。双安定要素１６０６及び１６０８によって生じる抵抗力を克服するため
に十分な力により、ヘッドバンドアセンブリ１６００の両側部が、矢印１６１０及び１６
１２によって示される方向に共に押し出されると、ヘッドバンドアセンブリ１６００は、
図１６Ａに記述された弓型状態から、図１６Ｂに記述された平坦化状態に遷移することが
できる。受動リンケージヒンジ１６０４は、ヘッドバンドアセンブリ１６００の中心領域
１６１４の周りで折り畳むヘッドホンアセンブリ１６００に適合する。図１６Ｂは、受動
リンケージヒンジ１６０４が、ヘッドバンドアセンブリ１６００の平坦化状態に適合する
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ためにどのように屈曲するかを示す。ヘッドバンドアセンブリ１６００の両側部を相互に
対して偏らせ、それによって、状態における意図しない変化に対抗するために、折り畳ま
れた構成で構成された双安定要素１６０６及び１６０８が示される。図１６Ｂに記述され
たように、折り畳まれた構成は、ユーザの頭部に適合するヘッドバンドアセンブリ１６０
０によって定められた開放領域がつぶされることが可能になり、その結果、ヘッドバンド
アセンブリ１６００が実際に使用中でないときにあまり空間を占有しないようにすること
によって、ほとんど空間の量を占有しない利点を有する。
【０１３５】
　図１７Ａ～１７Ｂは、折り畳み可能ヘッドホン１７００の様々な図を示す。特に、図１
７Ａは、平坦化状態にあるヘッドホン１７００の上面図を示す。イヤホン１７０４及び１
７０６の間で延在するヘッドバンド１７０２は、ワイヤ１７０８及びバネ１７１０を含む
。記述された平坦化状態では、ワイヤ１７０８及びバネ１７１０は、直線状であり、緩和
した状態又は中立状態にある。図１７Ｂは、弓型状態にあるヘッドホン１７００の側面図
を示す。ヘッドホン１７００は、イヤホン１７０４及び１７０６をヘッドバンド１７０２
から離れて回転させることによって、図１７Ａに記述された平坦化状態から図１７Ｂに記
述された弓型状態に遷移することができる。イヤホン１７０４及び１７０６の各々は、ヘ
ッドバンド１７０２の弓型状態を維持するために、張力をワイヤ１７０８の端に与えて、
張ったワイヤ１７０８を維持するオーバセンタ機構１７１２を含む。ワイヤ１７０８は、
ワイヤガイド１７１４を通じてバネ１７１０に沿って複数の位置において力を及ぼすこと
によって、ヘッドバンド１７０２の形状を維持することを支援し、ワイヤガイド１７１４
は、ヘッドバンド１７０２に沿って一定間隔で分散される。
【０１３６】
　上述した改善の各々が分離して議論されてきたが、上述した改善のいずれかが組み合わ
されてもよいことが認識されるべきである。例えば、同期されたテレスコーピングイヤホ
ンが低バネ定数バンドの実施形態と組み合わされてもよい。同様に、オフセンタ旋回イヤ
ホン設計は、変形可能形状因子ヘッドホン設計と組み合わされてもよい。一部の実施形態
では、全ての説明された利点によりヘッドホンを作成するために、各々のタイプの改善が
共に組み合わされてもよい。
【０１３７】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンを共に結合し、第１のイヤホンとヘッドバンドの中心との間
の距離が第２のイヤホンとヘッドバンドの中心との間の距離に実質的に等しいままとなる
ように、第１のイヤホンの移動を第２のイヤホンの移動と同期するように構成されたヘッ
ドバンドと、を含む。
【０１３８】
　一部の実施形態では、ヘッドバンドは、それを通じて経路指定されたケーブルのループ
を含む。
【０１３９】
　一部の実施形態では、第１のイヤホンの第１のステムは、ケーブルのループに結合され
ており、第２のイヤホンの第２のステムは、ケーブルのループに結合されている。
【０１４０】
　一部の実施形態では、ケーブルのループは、電気信号を第１のイヤホンから第２のイヤ
ホンに経路指定するように構成されている。
【０１４１】
　一部の実施形態では、ヘッドバンドは、ヘッドバンドの形状を定める２つの並列リーフ
バネを含む。
【０１４２】
　一部の実施形態では、ヘッドバンドは、ヘッドバンドの中心部分に配置されており、第
１のイヤホン及び第２のイヤホンと関連付けられたステムのギア歯と係合するギアを含む
。
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【０１４３】
　一部の実施形態では、ヘッドバンドは、ヘッドバンド内に配置されたワイヤのループ、
第１のイヤホンをワイヤのループの第１の側部に結合する第１のステムワイヤ、及び第２
のイヤホンをワイヤのループの第２の側部に結合する第２のステムワイヤを含む。
【０１４４】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、ヘッドバンドによって定められたチャネルを通じ
て第１のイヤホンから第２のイヤホンに延在するデータ同期ケーブルをも含み、データ同
期ケーブルは、第１のイヤホン及び第２のイヤホンの電気構成要素の間で信号を搬送する
。
【０１４５】
　一部の実施形態では、データ同期ケーブルの第１の部分は、第１のステムワイヤの周り
で巻かれており、データ同期ケーブルの第２の部分は、第２のステムワイヤの周りで巻か
れている。
【０１４６】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１の端及び第１の端の反対の第２の端を有す
るヘッドバンドと、第１の端からの第１の距離でヘッドバンドに結合された第１のイヤホ
ンと、第２の端からの第２の距離でヘッドバンドに結合された第２のイヤホンと、ヘッド
バンドを通じて経路指定されており、第１のイヤホンを第２のイヤホンに機械的に結合す
るケーブルと、を含み、ケーブルは、第２の距離における変更に応答して、第１の距離を
変更することによって、第２の距離と実質的に同一の第１の距離を維持するように構成さ
れている。
【０１４７】
　一部の実施形態では、ケーブルは、ループ内に配置されており、第１のイヤホンは、ル
ープの第１の側部に結合されており、第２のイヤホンは、ループの第２の側部に結合され
ている。
【０１４８】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、ヘッドバンドの両端に結合されたステム筐体をも
含み、ステム筐体の各々は、その周りでケーブルが覆われるプーリーを囲む。
【０１４９】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、ヘッドバンドにわたって分散され、ヘッドバンド
を通じてケーブルの経路を定めるワイヤガイドをも含む。
【０１５０】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンを共に結合し、イヤホン同期システムを含むヘッドバンドア
センブリと、を含み、イヤホン同期システムは、第１のイヤホンとヘッドバンドアセンブ
リとの間の第１の距離を、第２のイヤホンとヘッドバンドアセンブリとの間の第２の距離
における変更と同時に変更するように構成されている。
【０１５１】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、ヘッドバンドアセンブリの両端に結合された第１
の部材及び第２の部材をも含み、第１の部材及び第２の部材の各々は、ヘッドバンドアセ
ンブリのそれぞれの端によって定められたチャネルに対してはまり込むように構成されて
いる。
【０１５２】
　一部の実施形態では、請求項３４に記載されたヘッドホンであって、イヤホン同期シス
テムは、第１のイヤホンに結合された第１のステムワイヤ及び第２のイヤホンに結合され
た第２のステムワイヤを含む。
【０１５３】
　一部の実施形態では、第１のステムワイヤは、ヘッドバンドアセンブリの中心領域内に
配置されたチャネル内で第２のステムワイヤに結合されている。
【０１５４】
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　一部の実施形態では、ヘッドホンは、ヘッドバンドアセンブリ内に配置されており、そ
の中で第１のステムワイヤ及び第２のステムワイヤが共に結合されているチャネルを定め
る補強部材を含む。
【０１５５】
　一部の実施形態では、イヤホン同期システムは、第１のイヤホンに結合された第１の端
及び第２のステムワイヤの第２の端に結合された第２の端を有する第１のステムワイヤを
含み、第２のステムワイヤの第１の端は、第２のイヤホンに結合されている。
【０１５６】
　一部の実施形態では、第１のステムワイヤの第２の端は、第２のステムワイヤの第２の
端と同一の方向に方位付けられている。
【０１５７】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホンを第２のイヤホンに結合するヘッドバンドと、ヘッドバンドに対する第１のイヤ
ホン及び第２のイヤホンの角度方位を測定するように構成されたイヤホン位置センサと、
第１のイヤホン及び第２のイヤホンの角度方位に従ってヘッドホンの動作状態を変更する
ように構成されたプロセッサと、を含む。
【０１５８】
　一部の実施形態では、ヘッドホンの動作状態を変更することは、第１のイヤホン及び第
２のイヤホンに経路指定された音声チャネルを切り替えることを含む。
【０１５９】
　一部の実施形態では、イヤホン位置センサは、イヤホンのそれぞれのヨー軸に対する第
１のイヤホン及び第２のイヤホンの位置を測定するように構成されている。
【０１６０】
　一部の実施形態では、イヤホン位置センサは、飛行時間センサを含む。
【０１６１】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、第１のイヤホンをヘッドバンドに連結する旋回機
構をも含み、イヤホン位置センサは、旋回機構内に位置付けられており、第１のイヤホン
の角度方位を測定するように構成されたホール効果センサを含む。
【０１６２】
　一部の実施形態では、動作状態は、再生状態である。
【０１６３】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、第１のイヤホン内に配置されており、イヤホン位
置センサによって提供されたセンサ読み取り値を確認するように構成された二次的センサ
をも含む。
【０１６４】
　一部の実施形態では、二次的センサは、歪みゲージである。
【０１６５】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、ヘッドバンドと、ヘッドバンドの第１の側部に
旋回可能に結合されており、第１の回転軸を有する第１のイヤホンと、ヘッドバンドの第
２の側部に旋回可能に結合されており、第２の回転軸を有する第２のイヤホンと、第１の
回転軸に対する第１のイヤホンの方位及び第２の回転軸に対する第２のイヤホンの方位を
測定するように構成されたイヤホン位置センサと、第１のイヤホンが第１のイヤホンの中
立状態から第１の方向に偏り、第２のイヤホンが第２のイヤホンの中立状態から第１の方
向とは反対の第２の方向に偏るとき、ヘッドホンを第１の動作状態に置き、第１のイヤホ
ンが第１のイヤホンの中立状態から第２の方向に偏り、第２のイヤホンが第２のイヤホン
の中立状態から第１の方向に偏るとき、ヘッドホンを第２の動作状態に置くように構成さ
れたプロセッサと、を含む。
【０１６６】
　一部の実施形態では、第１の動作状態では、左の音声チャネルは、第１のイヤホンに経
路指定されており、第２の動作状態では、左の音声チャネルは、第２のイヤホンに経路指
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定されている。
【０１６７】
　一部の実施形態では、イヤホン位置センサは、飛行時間センサである。
【０１６８】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、第１の回転軸の周り及び第１の回転軸に実質的に
直交する第３の回転軸の周りの第１のイヤホンの回転に適合するように構成された旋回機
構を含む。
【０１６９】
　一部の実施形態では、イヤホン位置センサのうちの１つは、第１の回転軸の周りの第１
のイヤホンの回転に適合するベアリング上に位置付けられている。
【０１７０】
　一部の実施形態では、イヤホン位置センサは、磁界センサ及び永久磁石を含む。
【０１７１】
　一部の実施形態では、磁界センサは、ホール効果センサである。
【０１７２】
　一部の実施形態では、旋回機構は、第３の回転軸の周りのイヤホンの回転に適合するリ
ーフバネを含む。
【０１７３】
　一部の実施形態では、イヤホン位置センサは、第３の回転軸の周りの第１のイヤホンの
回転を測定するリーフバネ上に位置付けられた歪みゲージを含む。
【０１７４】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、ヘッドバンドと、第１のイヤホン筐体を含む第
１のイヤホンと、第１のイヤホン筐体内に配置された第１の旋回機構であって、第１の旋
回機構は、第１のイヤホン筐体によって定められた開口を通じて突出する第１のステム基
部部分であって、第１のステム基部部分は、ヘッドバンドの第１の部分に結合されている
、第１のステム基部部分と、ヘッドバンドに対する第１のイヤホンの角度方位を測定する
ように構成された第１の方位センサと、を含む、第１の旋回機構と、第２のイヤホン筐体
を含む第２のイヤホンと、第２のイヤホン筐体内に配置された第２の旋回機構であって、
第２の旋回機構は、第２のイヤホン筐体によって定められた開口を通じて突出する第２の
ステム基部部分であって、第２のステム基部部分は、ヘッドバンドの第２の部分に結合さ
れている、第２のステム基部部分と、ヘッドバンドに対する第２のイヤホンの角度方位を
測定するように構成された第２の方位センサと、を含む、第２の旋回機構と、第１の方位
センサ及び第２の方位センサから受け取ったセンサ読み取り値がユーザの第１の耳を覆う
第１のイヤホンと一致するときに第１の音声チャネルを第１のイヤホンに送信し、センサ
読み取り値がユーザの第２の耳を覆う第１のイヤホンと一致するときに第２の音声チャネ
ルを第１のイヤホンに送信するように構成されたプロセッサと、を含む。
【０１７５】
　一部の実施形態では、第１の旋回機構は、２つの実質的に直交する回転軸の周りの第１
のイヤホンの回転に適合する。
【０１７６】
　一部の実施形態では、第１の方位センサ及び第２の方位センサは、磁界センサである。
【０１７７】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１の耳パッドを有する第１のイヤホンと、第
２の耳パッドを有する第２のイヤホンと、第１のイヤホンを第２のイヤホンに連結するヘ
ッドバンドと、を含み、ヘッドホンは、ヘッドバンドの柔軟性のある部分がその長さに沿
って湾曲した弓型状態と、ヘッドバンドの柔軟性のある部分がその長さに沿って平坦化さ
れた平坦化状態との間で移動するように構成されており、第１のイヤホン及び第２のイヤ
ホンは、第１の耳パッド及び第２の耳パッドが平坦化状態にある柔軟性のあるヘッドバン
ドと接するように、ヘッドバンドに向かって折り畳むように構成されている。
【０１７８】
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　一部の実施形態では、ヘッドバンドは、ヘッドバンドの各々の端において折り畳み可能
ステム領域を含み、折り畳み可能ステム領域は、ヘッドバンドを第１のイヤホン及び第２
のイヤホンに結合し、イヤホンがヘッドバンドに向かって折り畳むことを可能にする。
【０１７９】
　一部の実施形態では、折り畳み可能ステム領域は、ヘッドホンが平坦化状態から弓型状
態に意図せずに遷移することを防止するオーバセンタロック機構を含む。
【０１８０】
　一部の実施形態では、ヘッドバンドは、複数の孔リンケージから形成される。
【０１８１】
　一部の実施形態では、ヘッドホンはまた、第１のイヤホン及び第２のイヤホンを電気的
に結合し、孔リンケージを通じて延在するデータ同期ケーブルを含む。
【０１８２】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンの両方に結合されたヘッドバンドアセンブリと、を含み、ヘ
ッドバンドアセンブリは、共に旋回可能に結合されたリンケージ、並びに第１のイヤホン
をヘッドバンドアセンブリの第１の端に結合し、リンケージが平坦化される第１の安定位
置及びリンケージが弓型を形成する第２の安定位置を有するオーバセンタロック機構を含
む。
【０１８３】
　一部の実施形態では、ヘッドバンドアセンブリは、リンケージを通じて延在する１つ以
上のワイヤを更に含む。
【０１８４】
　一部の実施形態では、リンケージのうちの１つ以上は、１つ以上のワイヤを搬送するプ
ーリーを含む。
【０１８５】
　一部の実施形態では、リンケージのうちの１つは、オーバセンタロック機構のチャネル
を定める。
【０１８６】
　一部の実施形態では、ヘッドホンは、第１のイヤホン及び第２のイヤホンがヘッドバン
ドアセンブリに向かって折り畳まれるときに第２の安定位置から第１の安定位置に遷移す
る。
【０１８７】
　一部の実施形態では、第１のイヤホンは、第１の安定位置にあるヘッドバンドアセンブ
リの部分を受けるようなサイズとされたチャネルを定める外向き面を有する耳パッドを含
む。
【０１８８】
　ヘッドホンが開示され、ヘッドホンは、第１のイヤホンと、第２のイヤホンと、第１の
イヤホン及び第２のイヤホンの両方に結合された柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリと
、を含み、柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリは、共に旋回可能に結合されており、柔
軟性のあるヘッドバンドアセンブリ内で内部容積を定める孔リンケージ、並びに内部容積
内に配置されており、孔リンケージの中心部分が真っすぐにされる第１の状態と、孔リン
ケージが弓型を形成する第２の状態との間で柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリの遷移
に対抗するように構成された双安定要素を含む。
【０１８９】
　一部の実施形態では、双安定要素は、柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリが第１の状
態にあるときに第１の形状を有し、柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリが第２の状態に
あるときに第１の形状とは異なる第２の形状を有する。
【０１９０】
　一部の実施形態では、双安定要素は、孔リンケージを通じて延在するワイヤを含む。
【０１９１】
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　一部の実施形態では、ヘッドホンは、それを通じてワイヤが延在するオーバセンタ機構
をも含む。
【０１９２】
　一部の実施形態では、ワイヤは、柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリが第１の状態に
あるときに張っており、柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリが第２の状態にあるときに
中立状態にある。
【０１９３】
　一部の実施形態では、孔リンケージの各々は、矩形形状を有する。
【０１９４】
　一部の実施形態では、孔リンケージは、ピンによって共に結合されている。
【０１９５】
　一部の実施形態では、孔リンケージのうちの１つ以上は、柔軟性のあるヘッドバンドア
センブリを通じて双安定要素のうちの１つ以上を案内するように構成されたプーリーを含
む。
【０１９６】
　一部の実施形態では、柔軟性のあるヘッドバンドアセンブリは、柔軟性のあるヘッドバ
ンドアセンブリを通じて延在するバネバンドを更に含む。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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